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第
４
回
定
例
会
は
、
平
成
26
年
９
月

８
日
か
ら
10
月
９
日
の
32
日
間
開
催
さ

れ
、
平
成
26
年
度
日
南
市
一
般
会
計
補

正
予
算(

第
３
号)

を
は
じ
め
と
す
る

市
長
提
出
議
案
な
ど
、
あ
わ
せ
て
39
件

を
審
議
し
ま
し
た
。（
審
議
結
果
に
つ

き
ま
し
て
は
、
18
ペ
ー
ジ
の
「
審
議
結

果
一
覧
」
を
ご
覧
下
さ
い
。）

■
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

①
市
道
第
二
土
地
区
画
26
号
線
の
不
全

に
よ
り
発
生
し
た
事
故
に
関
し
、
損
害

賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
専

決
処
分
し
た
も
の
で
す
。

②
日
南
市
酒
谷
支
所
敷
地
内
で
発
生
し

た
公
用
車
の
接
触
事
故
に
関
し
、
損
害

賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
専

決
処
分
し
た
も
の
で
す
。

■
平
成
25
年
度
日
南
市
健
全
化
判
断
比

率
の
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
第
３
条
第
１
項
の
規
定
に

よ
り
、
平
成
25
年
度
決
算
に
基
づ
く
健

全
化
判
断
比
率
を
公
表
し
た
も
の
で

す
。（
４
ペ
ー
ジ
の
表
を
ご
覧
下
さ
い
。）

す
る
た
め
、
油
津
赤
レ
ン
ガ
館
の
設
置

に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
す
。

■
日
南
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
が
公
布
さ

れ
、
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基

準
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
す
。

■
日
南
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例　
児
童
福
祉
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
定
め
る
も
の

で
す
。

■
平
成
25
年
度
日
南
市
公
営
企
業
資
金

不
足
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
第
22
条
第
１
項
の
規
定
に

よ
り
、
平
成
25
年
度
決
算
に
基
づ
く
資

金
不
足
比
率
を
公
表
し
た
も
の
で
、
全

て
の
会
計
で
資
金
不
足
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
今
回
の
補
正
額
は
４
億
２
９
０
０
万

円
で
、
活
力
あ
る
産
業
・
地
域
の
創
出

や
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
整
備
に
要

す
る
経
費
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
補
正
後

の
予
算
総
額
は
、
２
７
２
億
２
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

            〔
３
９
１
万
２
千
円
〕

　
生
活
困
窮
者
へ
の
相
談
支
援
や
就
労

支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
生
活
困
窮

状
態
か
ら
の
早
期
自
立
を
促
進
す
る
も

の
で
す
。

■
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
事
業

          〔
１
８
３
万
４
千
円
〕

　
飫
肥
杉
の
需
要
拡
大
及
び
木
育
の
推

進
を
図
る
た
め
、
企
業
と
連
携
し
ウ
ッ

ド
ス
タ
ー
ト
宣
言
を
行
い
、
平
成
27
年

４
月
か
ら
乳
児
に
飫
肥
杉
製
の
お
も

ち
ゃ
等
を
贈
呈
す
る
も
の
で
す
。

■
電
算
シ
ス
テ
ム
更
新
事
業

          〔
１
４
６
９
万
７
千
円
〕

　
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に
係
る
住

民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
、
地
方
税
務
シ

ス
テ
ム
、
障
が
い
者
シ
ス
テ
ム
等
の
改

修
等
に
要
す
る
も
の
で
す
。

■
油
津
登
録
文
化
財
管
理
費

            〔
３
５
７
万
６
千
円
〕

　
近
代
建
築
物
で
あ
る
油
津
赤
レ
ン
ガ

館
を
、
観
光
・
歴
史
案
内
、
休
憩
室
及

び
多
目
的
室
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
等
に
有
効
活
用
を
図
る
も
の
で
す
。

【
解
説
】

　
『
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
』
と

は
、
仕
事
や
作
業
等
を
行
う
共
有

の
場
所
の
こ
と
で
、
こ
れ
ら
を
利

用
す
る
都
会
の
Ｉ
Ｔ
起
業
家
な
ど

の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
地
域
住
民
と

の
交
流
に
よ
り
、
将
来
は
起
業
家

の
誘
致
や
定
住
に
結
び
つ
け
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

■
油
津
赤
レ
ン
ガ
館
条
例

　
油
津
赤
レ
ン
ガ
館
の
保
存
と
利
用
の

促
進
に
よ
り
、
遺
産
と
し
て
の
価
値
の

普
及
を
図
り
、
も
っ
て
本
市
の
ま
ち
づ

く
り
及
び
地
域
経
済
の
活
性
化
に
寄
与

■
日
南
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例

　
児
童
福
祉
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
定
め

る
も
の
で
す
。

■
平
成
26
年
度
日
南
市
簡
易
水
道
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

          〔
１
２
４
８
万
７
千
円
〕

　
Ｊ
Ｒ
大
藤
踏
切
軌
道
敷
内
の
推
進
工

事
に
係
る
負
担
金
の
減
額
及
び
踏
切
改

良
工
事
の
追
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

■
日
南
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の

変
更
に
つ
い
て

　
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
旧
北
郷
町
の
区
域
で
あ
っ
た

過
疎
地
域
が
、
平
成
26
年
４
月
１
日
か

ら
市
全
域
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
変

更
し
た
も
の
で
す
。

■
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
現
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た

に
４
名
の
方
の
人
権
擁
護
委
員
へ
の
推

薦
に
同
意
し
た
も
の
で
す
。

　
・
福
　
田
　
紀
　
行
　
氏
（
留
任
）

　
・
山
　
田
　
哲
　
雄
　
氏
（
留
任
）

　
・
郷
　
谷
　
須
磨
子
　
氏
（
留
任
）

　
・
若
　
林
　
重
美
子
　
氏
（
新
任
）

■
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
事
業

の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

【
主
な
内
容
】

①
一
体
的
な
対
策
を
継
続
的
に
取
り
組

む
こ
と
の
で
き
る
森
林
整
備
加
速
化
・

林
業
再
生
事
業
の
延
長
・
拡
充
を
図
る

こ
と

②
地
方
が
主
体
的
、
弾
力
的
か
つ
機
動

的
に
取
り
組
め
る
よ
う
複
数
年
の
基
金

と
し
て
措
置
す
る
こ
と

以
上
２
点
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第

99
条
の
規
定
に
よ
り
、
衆
議
院
議
長
、

参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
財
務

大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
内
閣
官
房
長

官
に
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
で
す
。

■
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る
医

療
費
助
成
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

【
主
な
内
容
】

①
ウ
イ
ル
ス
性
肝
硬
変
・
肝
が
ん
に
係

る
医
療
費
助
成
制
度
を
創
設
す
る
こ
と

②
身
体
障
害
者
福
祉
法
上
の
肝
機
能
障

害
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
認
定
基

準
を
緩
和
し
、
患
者
の
実
態
に
応
じ
た

認
定
制
度
に
す
る
こ
と

以
上
２
点
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第
99

条
の
規
定
に
よ
り
、
衆
議
院
議
長
、
参
議

院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働

大
臣
に
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
で
す
。

 

付
言
さ
れ
た
主
な
意
見
・
要
望 

■
議
案
67
号　

平
成
26
年
度
日
南
市
一

般
会
計
補
正
予
算(

第
３
号)

          [

予
算
審
査
特
別
委
員
会]

　
電
算
シ
ス
テ
ム
更
新
事
業
に
つ
い
て

は
、
情
報
の
一
元
化
に
よ
る
効
率
化

は
理
解
で
き
る
が
、
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
に
つ
い
て
、
最
善
の
対
応
を
図

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

■
議
案
69
号　

平
成
26
年
度
日
南
市
簡

易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
１
号)

              [

建
設
水
道
委
員
会]

　
大
島
に
お
け
る
水
の
問
題
に
つ
い

て
、
今
後
さ
ら
な
る
検
討
を
行
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

■
議
案
76
号　

日
南
市
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例

                  [

厚
生
委
員
会]

　
児
童
１
人
当
た
り
の
専
用
区
分
の
面

積
及
び
一
の
支
援
の
単
位
を
構
成
す
る

児
童
の
数
に
つ
い
て
、
５
年
間
の
経
過
措

置
を
設
け
て
い
る
が
、
で
き
る
だ
け
早
く

基
準
を
満
た
す
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

報
　
　
告

議
員
提
出
議
案

委
員
会
審
査
か
ら

一
般
会
計
補
正
予
算
の
概
要

可
決
さ
れ
た
主
な
条
例

そ
の
他
の
主
な
議
案
等

第４回定例会
平成26年度日南市一般会計
　補正予算（第3号）などを可決

新たな活用を図る油津赤レンガ館
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認
定
第
１
号
「
平
成
25
年
度
日
南
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」
な
ど
認
定
12
件
と
議

案
第
66
号
「
平
成
25
年
度
日
南
市
水
道
事
業
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て
」
を
、
議
長
及
び
議
会

選
出
監
査
委
員
を
除
く
議
員
で
構
成
す
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
10
月
２
日
か
ら
３
日
の
２
日

間
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
平
成
25
年
度
の
各
種
会
計
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

討
　
　
論

平成25年度一般会計歳入歳出決算
 　　　　　　　　　　　　などを認定

会計別決算の状況
●一般会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区　　　分 歳　入 歳　出 差　引
一 般 会 計 28,728,617 27,903,768 824,849

●特別会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
区　　　分 歳　入 歳　出 差　引

国 民 健 康 保 険 9,190,457 8,522,427 668,030
後 期 高 齢 者 医 療 786,384 780,877 5,507
介 護 保 険 5,965,466 5,899,994 65,472
簡 易 水 道 543,390 530,392 12,998
農 業 集 落 排 水 32,414 30,504 1,910
漁 業 集 落 排 水 23,567 21,597 1,970
公 設 合 併 処 理 浄 化 槽 130,058 105,113 24,945

計 16,671,736 15,890,904 780,832
●企業会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区　　　分 収　入 支　出 差　引

病 院 事 業 会 計 収 益 的 収 支 1,112,550 1,176,424 △ 63,874
資 本 的 収 支 58,775 137,972 △ 79,197

公共下水道事業会計 収 益 的 収 支 685,600 673,892 11,708
資 本 的 収 支 772,352 1,051,255 △ 278,903

特 定 環 境 保 全
公共下水道事業会計

収 益 的 収 支 94,963 91,941 3,022
資 本 的 収 支 155,920 199,796 △ 43,876

水 道 事 業 会 計 収 益 的 収 支 1,085,496 988,928 96,568
資 本 的 収 支 149,904 642,216 △ 492,312

健全化判断比率
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

区　　　分 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

健 全 化 判 断 比 率 －
（△4.61）

－
（△20.86） 13.0 111.3

※病院事業会計、公共下水道事業会計、特定環境保全公共下水道事業会計および水道事業会計の資本的収支の不足額は、
損益勘定留保資金などでの補てんがされており、現金収支における損失はありません。

① 実質赤字比率の「－」は、実質赤字額がないことを示しています。
② 連結実績赤字比率の「－」は、連結実質赤字額がないことを示しています。
③ 黒字の場合は、参考値として下段に比率を（　）で表示しています。

分
科
会
審
査
よ
り

 

第
１
分
科
会

　
　（
総
務
文
教
部
門
）

 

第
２
分
科
会

　
　
　
　（
厚
生
部
門
）

 

第
３
分
科
会

　
　（
産
業
経
済
部
門
） 
第
４
分
科
会

　
　（
建
設
水
道
部
門
）

（
問
）
粗
大
ご
み
等
収
集
事
業
に
つ
い
て
、

年
２
回
実
施
し
て
い
る
が
、
市
民
か
ら
回

数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
要
望
は
出

て
い
な
い
か
。

（
答
）自
治
会
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

（
問
）
中
長
期
在
留
者
住
居
地
届
出
等
事
務

費
に
つ
い
て
、
外
国
人
住
民
登
録
者
数
は

３
５
０
人
と
な
っ
て
い
る
が
、
特
に
多
い
国

は
ど
こ
か
。

（
答
）
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
１
９
３
人
、
中
国

が
87
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
30
人
な
ど
と
な
っ

て
い
る
。

（
問
）
中
部
病
院
の
特
別
損
失
が
多
い
が
、

内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

（
答
）
過
年
度
損
失
や
企
業
会
計
法
の
見
直

し
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
問
）
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
策

定
事
業
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
や
っ
た
の
か
。

（
答
）
平
成
25
年
度
と
26
年
度
の
２
ヶ
年
事

業
で
あ
る
が
、
25
年
度
は
主
に
保
育
事
業

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
２
４
０
０
部

配
布
し
て
お
こ
な
っ
た
。

（
問
）
地
域
医
療
対
策
事
業
に
つ
い
て
、
救

急
医
療
電
話
事
業
の
委
託
料
は
妥
当
か
。

ま
た
、
相
談
件
数
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の

か
。

（
答
）
委
託
料
は
全
国
的
に
見
て
割
安
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
相
談
件
数
は
平
成
22

年
５
月
か
ら
運
用
し
て
い
る
が
、
毎
年
７

０
０
件
前
後
で
あ
る
。

（
問
）
幹
線
用
排
水
路
は
道
路
横
に
あ
る
も

の
が
多
い
が
、
安
全
上
は
問
題
な
い
の
か
。

（
答
）
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
い

る
。
ま
た
、
今
後
、
土
地
改
良
区
と
の
調

整
が
必
要
な
場
所
も
あ
る
。

（
問
）
企
業
誘
致
の
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
し

て
、
何
社
あ
る
の
か
。
ま
た
誘
致
企
業
に

対
し
て
訪
問
を
実
施
し
て
い
る
か
。

（
答
）
合
併
後
、
誘
致
・
増
設
を
含
め
て
16

社
立
ち
上
が
っ
た
。
企
業
へ
は
県
と
一
緒
に

訪
問
し
て
い
る
。

（
問
）
震
災
対
策
で
た
め
池
等
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
作
成
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

活
用
し
て
い
く
の
か
。

（
答
）
危
機
管
理
室
と
連
携
し
、
防
災
マ
ッ

プ
の
利
用
と
合
わ
せ
て
、
減
災
、
防
災
に
、

努
め
て
い
く
。

（
問
）
公
有
林
整
備
事
業
等
で
飫
肥
杉
伐
採

を
行
っ
た
後
、
植
栽
す
る
苗
と
し
て
花
粉

の
少
な
い
少
花
粉
ス
ギ
又
は
花
粉
の
出
な

い
無
花
粉
ス
ギ
は
取
り
入
れ
て
い
る
の
か
。

（
答
）
現
状
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
今
後

は
少
花
粉
ス
ギ
、
無
花
粉
ス
ギ
に
つ
い
て
、

研
究
し
て
い
く
。

（
問
）
新
規
就
農
者
を
支
援
す
る
事
業
が
あ

る
が
、
成
果
は
で
て
い
る
の
か
。

（
答
）
こ
の
事
業
は
３
年
後
、
５
年
後
を
見

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
業
だ
と
考

え
て
い
る
。
就
農
者
の
自
立
に
繋
が
る
よ

う
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
問
）
市
営
住
宅
で
入
居
者
が
動
物
を
飼
っ

て
い
る
と
聞
く
が
、
飼
っ
て
も
良
い
の
か
。

（
答
）
市
営
住
宅
で
動
物
を
飼
う
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
、
そ
の
よ
う
な
事
実
が
判

明
次
第
、
市
営
住
宅
の
明
け
渡
し
も
含
め

た
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
最
近
で
も
、
犬

と
鳥
を
飼
っ
て
い
た
入
居
者
が
い
た
の
で
、

指
導
し
て
改
善
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
問
）
水
道
事
業
に
お
い
て
、
新
た
に
拡
張

整
備
を
行
う
な
ど
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

（
答
）
水
道
事
業
は
、
今
後
、
給
水
人
口
の

減
少
等
で
、
収
益
の
減
少
が
予
測
さ
れ
る
。

一
方
で
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
更
新
や

耐
震
化
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
新
た
な
「
水

道
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
平
成
26
年
度
中
に
策
定

し
、
そ
の
中
で
、
日
南
市
水
道
事
業
の
将

来
の
あ
る
べ
き
姿
を
決
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

（
問
）ふ
れ
あ
い
道
づ
く
り
事
業
に
お
い
て
、

市
民
か
ら
の
申
請
に
基
づ
い
て
里
道
の
舗

装
を
実
施
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

優
先
順
位
は
あ
る
の
か
。

（
答
）
優
先
順
位
は
、
基
本
的
に
受
付
を
し

た
要
望
順
で
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
要
望

す
る
際
に
は
、
関
係
者
の
同
意
書
が
必
要

と
な
る
の
で
、
そ
の
点
は
注
意
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

（
問
）
公
設
合
併
処
理
浄
化
槽
の
実
績
と
、

今
後
の
設
置
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

（
答
）
浄
化
槽
設
置
実
績
は
、
平
成
24
年
度

が
１
２
３
基
、
平
成
25
年
度
が
１
４
８
基

で
あ
っ
た
。
今
後
は
、
南
郷
及
び
鵜
戸
地

区
で
住
民
説
明
会
を
実
施
し
て
設
置
の
促

進
を
図
る
予
定
で
あ
る
。

（
問
）
北
郷
町
総
合
支
所
の
庁
舎
利
用
に

お
け
る
使
用
料
が
低
額
に
な
っ
て
い
る
が
、

使
用
料
の
算
定
根
拠
は
な
に
か
。

（
答
）
固
定
資
産
評
価
額
を
基
に
算
出
し
て

い
る
。

（
問
）
消
防
団
員
の
研
修
を
実
施
さ
れ
て
い

る
が
、
対
象
者
は
だ
れ
か
。

（
答
）
部
長
ク
ラ
ス
で
あ
る
。

（
問
）
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
に
係
る
、

定
住
関
連
事
業
の
実
績
が
非
常
に
少
な
い
。

ど
の
よ
う
に
ニ
ー
ズ
等
を
分
析
し
て
い
る

の
か
。

（
答
）９
月
補
正
予
算
に
て
執
行
し
た
た
め
、

市
民
等
へ
の
周
知
期
間
を
含
め
、
事
業
期

間
が
短
か
っ
た
。
平
成
26
年
度
の
実
績
も

含
め
て
分
析
し
、
見
直
し
を
図
り
た
い
。

（
問
）
平
成
25
年
度
に
購
入
し
た
避
難
者
用

備
蓄
品
を
含
め
、
ど
の
程
度
用
品
等
を
備

蓄
し
て
い
る
の
か
。

（
答
）
食
料
が
１
１
６
０
０
食
、
そ
の
他
、

粉
ミ
ル
ク
、
毛
布
、
大
人
用
・
子
供
用
の

紙
お
む
つ
、
生
理
用
品
等
を
備
蓄
し
て
い

る
。

（
問
）
市
長
旅
費
を
み
る
と
、
市
長
は
精
力

的
に
活
動
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
出
張
回

数
は
ど
の
程
度
か
。
ま
た
、
ど
の
程
度
庁

外
に
出
て
い
る
の
か
。

（
答
）
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
約
30
回
程
度
出

張
し
て
い
る
。
そ
の
他
会
議
等
へ
の
出
席

を
含
め
る
と
、
月
の
う
ち
10
日
か
ら
20
日

程
、
庁
外
に
出
て
い
る
。

■
認
定
第
１
号　

平
成
25
年
度
日
南
市

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

【
反
対
討
論
】

①
税
徴
収
に
お
け
る
差
し
押
さ
え
の
あ

り
方
に
つ
い
て
疑
問
で
あ
る
。
相
談
し

た
く
て
も
、
追
い
詰
め
ら
れ
て
孤
立
状

態
の
滞
納
者
が
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

困
っ
た
市
民
に
頼
り
に
さ
れ
る
市
役
所

に
な
る
べ
き
で
あ
る
。

②
子
育
て
支
援
を
強
調
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
事
業
費
全
体
を
増
や
す
努
力
を
す

べ
き
で
あ
る
。

③
一
握
り
の
者
だ
け
に
受
験
勉
強
の
場

を
与
え
る
予
備
校
派
遣
事
業
は
、
行
政

が
行
う
べ
き
で
は
な
い
。

■
認
定
第
２
号　

平
成
25
年
度
日
南
市

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

【
反
対
討
論
】

　
４
年
連
続
の
保
険
税
引
き
上
げ
は
、

市
民
の
暮
ら
し
を
苦
し
め
て
い
る
。

　
一
般
会
計
か
ら
の
財
源
補
て
ん
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
更
に
検
討
さ
れ
る
べ

き
時
期
に
き
て
い
る
。

■
認
定
第
３
号　

平
成
25
年
度
日
南
市

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

【
反
対
討
論
】

　
今
後
、
後
期
高
齢
者
の
増
加
に
伴
い

保
険
料
も
さ
ら
に
上
が
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
。
高
齢
者
が
安
心
し
て
老
後
を

過
ご
せ
な
い
仕
組
み
を
根
本
か
ら
変
え

る
必
要
が
あ
る
。
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　平成26年第４回定例会における「市政に対する一般質問」は、９月１８日から２４日まで(休日を
除く)の4日間行われ、１９人が個人質問に立ち、多岐の内容にわたり市の方針をただしました。ま
た、今定例会から試行的に、質問の方法を「①一括方式（現行方式）」、「②一部檀上方式」、「③
一問一答方式」より、議員が選択して実施しました。

①一括方式とは　　　…　議員が一括して檀上で質問し、市長が檀上で一括して答弁した後、再質問
を質問席で行う方式です。（今までがこの方式です。）

②一部檀上方式とは　…　議員が質問の一部を檀上で質問し、市長が檀上で答弁した後、議員が質問
席から一問一答でやり取りする方式です。

③一問一答方式とは　…　議員が冒頭から質問席で市当局と一問一答でやり取りする方式です。

以下、登壇順に質問と答弁の要旨を掲載しています。
※質問や答弁について、要旨だけではなく詳細をお知りになりたい方は、日南市議会議会棟１階に
ある議会図書室にて「日南市議会会議録」を閲覧することができます。
　また、日南市議会会議録は「日南市議会ホームページ」でも閲覧することができます。
　詳しくは、日南市議会事務局（電話:0987-31-1142）までお尋ねください。

〈登壇者と質問項目〉

市政を問う！

一般 質 問
議
長

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧
⑨

坂　元　啓　一　議員（一部檀上）

深　川　保　典　議員（一括方式）

磯　江　純　一　議員（一括方式）

小　玉　弘　明　議員（一括方式）

川　口　和　也　議員（一部檀上）

林　　　一　彦　議員（一部檀上）

黒　部　俊　泰　議員（一部檀上）

鈴　木　教　夫　議員（一問一答）
和　足　恭　輔　議員（一部檀上）

〔チョウザメ養殖日本一を目指す答弁に関して、新しいブランド認証農
作物に関して、６次産業化問題に関して〕
〔日南駅前整備計画の作成を求む、タトゥー（刺青）問題について、デ
ジタル・タトゥー問題について、中部病院問題について、飫肥杉世界展
開プロジェクトについて〕
〔油津コーヒーについて、(株)油津応援団について、サポマネについ
て、赤レンガ館について、防災について、オラレについて〕
〔日南における第一次産業、第二次産業について、油津地区の振興につ
いて、スポーツ施設の指定管理への移行について、防災意識を高める市
道や里道のインフラ整備について、学校教育について〕
〔保育料算定における未婚・非婚の寡婦控除について、直方市の「公契
約条例」について、教育について、鳥獣保護法改正について、酒谷地区
の整備について〕
〔生活困窮者自立支援事業について、子どもの貧困対策について、子ど
も・子育て支援法について、空き家条例について、議会と行政との関係
について〕
〔地域包括ケアシステムについて、防災について、学校給食のアレル
ギー対策について、期日前投票について、商工振興について〕
〔教育行政について〕
〔廃プラ分別収集について、防災・減災対策について、婚外子の保育料
等のみなし寡婦控除の実施について、高齢者保健福祉計画・第六期介護
保険計画について〕

常
任
委
員
会
視
察
研
修
報
告

総
務
文
教
委
員
会

厚
生
委
員
会

産
業
経
済
委
員
会

建
設
水
道
委
員
会

　
厚
生
委
員
会
で
は
、
５
月
14
日
か
ら
16

日
に
か
け
て
、
千
葉
県
柏
市
、
神
奈
川
県

三
浦
市
及
び
埼
玉
県
熊
谷
市
を
視
察
し
ま

し
た
。

　
ま
ず
、
柏
市
で
は
今
後
の
高
齢
化
社
会

に
向
け
た
先
進
的
な
取
り
組
み
で
あ
る
「
長

寿
社
会
の
ま
ち
づ
く
り
（
在
宅
医
療
連
携

拠
点
事
業
）」
に
つ
い
て
視
察
を
し
ま
し
た
。

  

次
に
、
三
浦
市
で
は
「
市
立
病
院
の
経
営

健
全
化
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
研
修
を

行
い
ま
し
た
。
三
浦
市
で
は
赤
字
だ
っ
た

市
立
病
院
が
、
様
々
な
経
営
努
力
に
よ
り

黒
字
に
転
じ
た
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
子
育
て
施
策
が
充
実
し
て
い

る
熊
谷
市
で
「
熊
谷
子
育
て
応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　
産
業
経
済
委
員
会
で
は
、
５
月
20
日
か

ら
22
日
に
か
け
て
、
山
形
県
鶴
岡
市
、
新

潟
県
三
条
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
鶴
岡
市
で
は
農
林
漁
業
者
、
生
産
者
団

体
等
を
対
象
に
し
た
支
援
事
業
と
し
て
「
農

林
水
産
業
創
意
工
夫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援

事
業
」
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
地
元
産
品
の
流
通
、
利
活
用
に
よ

り
産
出
額
拡
大
を
目
指
す
取
り
組
み
を
支

援
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
学
校
給
食
で
の
地
元
産
品
利
用

の
取
り
組
み
も
さ
れ
て
お
り
、
利
用
率
が

年
々
上
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
次
に
三
条
市
で
は
産
業
振
興
施
策
と
し

て
の
取
り
組
み
で
あ
る
「
売
れ
る
も
の
づ

く
り
・
し
く
み
づ
く
り
支
援
事
業
」、「
新

商
品
開
発
の
た
め
の
各
種
マ
ッ
チ
ン
グ
会
」

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　「
売
れ
る
も
の
づ
く
り
・
し
く
み
づ
く
り

支
援
事
業
」
は
技
術
開
発
・
製
品
開
発
か

ら
販
路
開
拓
ま
で
を
一
貫
支
援
し
て
い
く

も
の
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
直
結
型
の
支
援
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昔
か
ら
「
三
条
鍛
冶
」
と
い
わ

れ
る
金
物
工
業
が
盛
ん
な
地
域
で
、
国
内

外
へ
製
品
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
基
礎
技
術
の
継
承
も
産
業

振
興
施
策
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
お
り
、「
経

営
力
向
上
人
材
育
成
」
や
「
新
規
鍛
冶
人

材
育
成
」
な
ど
の
取
り
組
み
に
対
す
る
支

援
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
建
設
水
道
委
員
会
で
は
、
５
月
14
日
か

ら
16
日
に
か
け
て
、
秋
田
県
湯
沢
市
、
静

岡
県
沼
津
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
湯
沢
市
で
は
、
合
併
特
例
債
を
財

源
に
平
成
26
年
１
月
に
完
成
し
た
ば
か
り

の
新
庁
舎
建
設
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

一
部
鉄
骨
造
・
４
階
建
）
に
つ
い
て
研
修

を
受
け
ま
し
た
。

　
昭
和
31
年
に
建
設
さ
れ
た
本
市
庁
舎
は
、

耐
震
性
能
の
不
足
、
老
朽
化
に
よ
る
設
備

等
の
経
年
劣
化
、
事
務
室
の
狭
隘
化
等
の

問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
庁
舎
建
設
に

至
る
ま
で
の
経
過
、
取
り
組
み
を
参
考
に

す
る
と
と
も
に
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中

味
や
、
意
見
等
を
庁
舎
建
設
に
反
映
し
た

の
か
な
ど
の
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

　
次
に
沼
津
市
で
は
「
津
波
避
難
タ
ワ
ー
」

に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
延
長
距

離
約
63
㎞
の
海
岸
線
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、

津
波
避
難
タ
ワ
ー
建
設
に
早
く
か
ら
着
手

し
、
現
在
、
海
岸
部
に
４
基
の
避
難
タ
ワ
ー

を
保
有
し
て
お
り
、
今
回
、
津
波
避
難
タ

ワ
ー
の
設
置
場
所
や
構
造
、
平
常
時
の
管

理
状
況
等
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　
地
理
的
に
似
た
海
岸
線
を
有
す
る
本
市

に
お
い
て
も
、
人
命
を
守
る
た
め
津
波
の

際
の
避
難
場
所
の
確
保
は
必
要
で
あ
り
、

特
に
高
所
の
避
難
場
所
の
無
い
地
域
に
お

い
て
は
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
再
認
識
す
る
一
方
で
、
管
理
面

で
の
見
直
し
等
が
今
後
の
検
討
課
題
で
あ

る
と
の
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

　
総
務
文
教
委
員
会
で
は
、
５
月
20
日
か

ら
22
日
に
か
け
て
、
秋
田
県
大
仙
市
、
栃

木
県
足
利
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
大
仙
市
で
は
、『
小
中
学
校
に
お
け
る
学

力
向
上
の
取
組
』に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

　
大
仙
市
は
、「
学
校
力
を
高
め
、
家
庭
・

地
域
社
会
に
信
頼
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の

『
生
き
る
力
』（
人
間
力
）
を
豊
か
に
す
る

学
校
教
育
」
と
い
う
基
本
方
針
の
も
と
、

自
立
し
た
人
材
の
育
成
の
た
め
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
連
携
し
、「
そ
れ
ぞ
れ
が
当

た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
や
る
」、「
一

人
の
子
ど
も
を
複
数
の
目
で
育
て
る
」
取

り
組
み
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
大
仙
市
は
も
ち
ろ
ん
、
秋
田
県
全
体

が
、
長
い
時
間
を
か
け
て
教
育
に
力
を
注

ぎ
、
そ
の
結
果
が
現
在
の
全
国
学
力
テ
ス

ト
ト
ッ
プ
と
い
う
結
果
に
も
繋
が
っ
て
い

る
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
足
利
市
で
は
、「
い
ち
課
い
ち
押

し
事
業
」
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
市
の
各
課
が
実
施
し
て

い
る
施
策
の
う
ち
、
県
内
ひ
い
て
は
全
国
で

も
先
駆
け
と
な
る
取
り
組
み
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
事
業
と
の
こ
と

で
、
こ
の
取
組
が
市
内
外
に
足
利
市
の
魅

力
を
発
信
で
き
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
職
員
が
常
に
日
頃
の
業
務
を
振
り
返

り
、
更
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
し
た
。

視察研修のようす
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坂
元
　
啓
一
　
議
員

油
津
コ
ー
ヒ
ー
に
つ
い
て

（
問
）
４
月
に
オ
ー
プ
ン
以
来
、
約
４
ヶ

月
過
ぎ
た
が
、
現
状
を
ど
の
よ
う
に
判
断

さ
れ
て
い
る
の
か
。

（
答
）
毎
月
、
目
標
以
上
の
売
上
げ
を
維

持
さ
れ
て
お
り
、
順
調
な
経
営
で
あ
る
と

聞
い
て
い
る
。

（
問
）
油
津
コ
ー
ヒ
ー
の
現
状
で
、
社
長

が
代
表
と
な
っ
て
い
る
多
世
代
交
流
モ
ー

ル
（
仮
称
）
等
、
周
辺
全
体
の
経
営
を
任

せ
る
方
針
な
の
か
。

（
答
）
こ
の
事
業
は
、
国
か
ら
１
億
円
、

市
か
ら
５
千
万
円
助
成
す
る
も
の
で
あ

り
、
民
間
事
業
（
株
）
油
津
応
援
団
を
支

援
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
株
）
油
津
応
援
団
に
つ
い
て

（
問
）
発
行
可
能
株
式
総
数
が
60
株
か

ら
１
２
０
株
に
、
発
行
株
式
の
総
数
が
９

株
か
ら
51
株
に
、
資
本
金
の
額
が
90
万

円
か
ら
５
１
０
万
円
に
変
更
登
記
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
１
株
10
万
円
と
認
識

し
て
い
い
の
か
。
51
株
は
、
サ
ポ
マ
ネ
を

含
む
４
人
の
代
表
が
所
有
さ
れ
て
い
る
の

か
。

（
答
）
株
式
の
価
額
は
、
１
株
10
万
円
と

し
、
３
株
を
１
口
と
し
た
30
万
円
の
出
資

者
を
募
集
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
４
人
の

チ
ョ
ウ
ザ
メ
養
殖
日
本
一
を
目
指
す
答

弁
に
関
し
て

（
問
）
昨
年
秋
に
発
売
さ
れ
た
「
宮
崎

キ
ャ
ビ
ア
１
９
８
３
」
は
、
何
軒
の
生
産

者
か
ら
ど
れ
だ
け
取
れ
て
、
生
産
額
は
ど

れ
位
に
な
っ
た
の
か
。

（
答
）
宮
崎
キ
ャ
ビ
ア
事
業
協
同
組
合

に
よ
る
と
、
製
造
数
量
は
15
キ
ロ
で
買
い

取
り
価
格
は
、
同
組
合
に
お
い
て
決
定
さ

れ
、
非
公
開
で
あ
る
。

（
問
）
新
規
養
殖
を
始
め
る
場
合
、
一
般

的
な
養
殖
場
の
広
さ
や
池
の
数
、
稚
魚
一

匹
の
値
段
、
年
間
の
エ
サ
代
等
は
ど
れ
く

ら
い
か
か
る
の
か
。

（
答
）
県
水
産
試
験
場
の
販
売
す
る
単

価
は
、
一
尾
１
０
０
円
か
ら
１
８
０
円
程

度
で
、
餌
代
は
一
袋
20
キ
ロ
入
り
で
、
税

別
の
４
２
０
０
円
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の

他
に
つ
い
て
は
、
県
は
回
答
で
き
な
い
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
問
）
養
殖
池
に
河
川
の
水
を
取
水
す
る

場
合
、
「
沢
」
の
よ
う
な
小
川
も
河
川
法

が
適
用
さ
れ
る
の
か
。

（
答
）
適
用
と
は
な
ら
な
い
。

（
問
）
条
例
に
は
触
れ
な
い
の
か
。

（
答
）
日
南
市
法
定
外
公
共
物
の
管
理

に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
流
水
占
用
の

役
員
を
含
む
17
人
が
所
有
さ
れ
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。

（
問
）
出
資
１
口
１
万
円
と
１
口
30
万
円

の
応
援
団
か
ら
の
お
金
は
、
ど
の
よ
う
な

扱
い
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

（
答
）
（
株
）
油
津
応
援
団
に
よ
る
と
、

株
主
に
は
定
期
的
に
事
業
及
び
会
計
の

報
告
、
１
万
円
の
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
に

は
、
決
算
期
に
年
間
の
活
動
報
告
を
行
う

と
聞
い
て
い
る
。

（
問
）
設
立
目
的
と
し
て
11
項
目
あ
る

が
、
民
間
と
競
合
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
市
は
、
認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
。

（
答
）
設
立
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
周
辺
事

業
者
へ
の
影
響
に
も
配
慮
し
た
と
聞
い

て
い
る
。
民
間
企
業
の
経
営
方
針
に
つ
い

て
、
市
が
見
解
を
述
べ
る
べ
き
も
の
で
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。

許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
認
証
農
産
物
に
関
し

て（問
）
今
年
の
オ
リ
ー
ブ
の
出
来
は
ど
う

だ
っ
た
の
か
。

（
答
）
10
月
に
は
、
全
体
で
20
キ
ロ
程
度

の
収
量
を
見
込
ん
で
い
る
。

（
問
）
今
年
こ
そ
は
日
南
産
の
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
が
見
ら
れ
る
の
か
。

（
答
）
20
キ
ロ
の
果
実
で
、
約
２
リ
ッ
ト

ル
で
き
る
。

（
問
）
今
後
の
見
込
み
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

（
答
）
平
成
28
年
度
に
は
、
収
穫
量
を

３
０
０
キ
ロ
に
し
た
い
。

（
問
）
果
樹
の
ア
ボ
カ
ド
は
、
ど
う
い
っ

た
農
作
物
な
の
か
。

（
答
）
中
央
ア
メ
リ
カ
原
産
の
果
樹
で
、

日
本
で
販
売
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
ほ

と
ん
ど
が
メ
キ
シ
コ
産
で
あ
る
。
果
実
は

２
０
０
か
ら
３
０
０
グ
ラ
ム
の
大
き
さ

で
、
良
質
な
脂
質
が
豊
富
で
、
「
森
の
バ

タ
ー
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
本
市
に
お

い
て
も
露
地
栽
培
が
可
能
な
果
樹
だ
と

考
え
て
い
る
。

（
問
）
ア
ボ
カ
ド
の
苗
木
購
入
補
助
を
検

討
す
る
考
え
は
な
い
か
。

（
答
）
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
が
、

県
亜
熱
帯
作
物
支
場
で
は
、
昨
年
度
か
ら

研
究
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
で
、
市
と

し
て
も
調
査
し
て
い
き
た
い
。

日
南
ル
ネ
サ
ン
ス

 

深
川
　
保
典
　
議
員

日
南
駅
前
整
備
計
画
作
成
を
求
む

（
問
）
日
南
駅
前
と
そ
の
周
辺
の
寂
れ
よ

う
は
尋
常
で
は
な
い
。
駅
舎
の
建
て
替
え

と
本
庁
舎
建
て
替
え
を
セ
ッ
ト
に
し
て
中

期
ビ
ジ
ョ
ン
を
立
て
る
べ
き
。

（
答
）
一
体
的
な
施
設
づ
く
り
は
大
切

だ
。
新
庁
舎
建
設
の
検
討
委
員
会
も
立

ち
上
げ
た
が
、
多
大
な
費
用
を
要
す
る

た
め
慎
重
に
進
め
た
い
。
現
在
駅
舎
の
建

て
替
え
計
画
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

（
問
）
こ
ち
ら
か
ら
Ｊ
Ｒ
九
州
に
働
き
か

け
な
い
限
り
動
か
な
い
と
思
う
。
よ
り
積

極
的
に
踏
み
込
む
べ
き
だ
。

（
答
）
今
後
検
討
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
・
タ
ト
ゥ
ー
問
題

（
問
）
「
リ
ベ
ン
ジ
・
ポ
ル
ノ
」
の
違
法

性
や
「
自
画
撮
り
」
の
危
険
性
に
つ
い
て

教
育
現
場
で
徹
底
指
導
し
て
い
る
か
。

（
答
）
「
情
報
モ
ラ
ル
教
育
」
に
つ
い
て

は
、
市
内
の
す
べ
て
の
学
校
で
「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
」
や
「
道
徳
」
「
特
別
活

動
」
で
具
体
的
指
導
を
し
て
い
る
。

中
部
病
院
に
つ
い
て

（
問
）
定
期
健
診
や
ス
ポ
ー
ツ
医
学
、
リ

ハ
ビ
リ
等
に
特
化
し
た
病
院
と
し
て
再

生
の
実
現
性
は
あ
る
か
。

（
答
）
民
間
医
療
機
関
が
担
え
な
い
政
策

医
療
や
不
採
算
医
療
を
担
い
つ
つ
、
県
立

病
院
と
の
機
能
分
担
を
図
り
、
回
復
期
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
機
能
、
在
宅
医
療
機

能
、
救
急
医
療
機
能
を
担
う
。

飫
肥
杉
世
界
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
問
）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ギ
フ
ト
シ
ョ
ー

にO
bisugi D

esign

を
出
展
し
た
が
、
そ

の
反
響
や
手
応
え
、
そ
し
て
こ
れ
を
一
過

性
の
も
の
に
し
な
い
た
め
の
今
後
の
取
組

み
方
等
を
問
う
。

（
答
）
商
品
の
高
度
な
技
術
に
驚
か
れ
る

等
、
好
評
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
一
方

で
販
売
の
面
で
、
商
品
の
価
格
帯
や
関

税
、
物
流
な
ど
に
課
題
が
あ
る
と
の
こ
と

だ
。
民
間
主
導
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
が
、

飫
肥
杉
ブ
ラ
ン
ド
確
立
の
た
め
、
環
境
整

備
し
た
り
後
押
し
で
き
る
よ
う
今
後
研

究
検
討
し
て
行
き
た
い
。

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

井　福　秀　子　議員（一括方式）

倉　岡　郁　夫　議員（一部檀上）

中　尾　貞　美　議員（一括方式）

濱　中　武　紀　議員（一括方式）

田　中　重　信　議員（一問一答）

川　越　　　昇　議員（一部檀上）

谷　口　慎　二　議員（一部檀上）

松　本　　　弘　議員（一括方式）

甲　斐　　　登　議員（一部檀上）

井　上　　　進　議員（一括方式）

〔子ども・子育て支援新制度の内容と課題について、防災対策につい
て、再開発成功の丸亀町商店街を学んで、日南市中心市街地活性化事業
を考える〕
〔検診率向上策について、危機管理について、子ども議会について、建
設・土木行政について、水産林政課予算について、ふるさと納税制度に
ついて、北郷多目的グラウンドについて、女性幹部登用について〕
〔飫肥地区の各種事業について、道路、河川及び交通安全施設の整備に
ついて、ふるさと納税制度の利活用充実について、林業の推進につい
て、会派視察研修を通して、文化財等の推進について〕
〔平成25年度決算について、ジェイズの土地について、森林活用につい
て、農業改革について、燃油対策について、地方創生について、土砂災
害等について〕
〔都市計画マスタープランについて、活性化対策について、中部病院の
経営改革について、自治会との協働で取り組む高齢社会対策について〕
〔地域活性化について、農業振興について、健康づくりについて、組織
改革について〕
〔ふるさと納税について、農業振興について、大島再生について、公共
施設等管理計画策定について〕
〔観光行政について、人口減少対策について、行政改革について、竹香
園再生について〕
〔市長の政治姿勢について、防災について、まちづくりについて、医療
費の抑制について〕
〔油津港の整備見直しについて、市道平野線の整備状況について、国道
222号のバイパス整備促進について、観光対策について、津波・地震対策
について、法定外道路の管理について、日南市の地籍調査の進捗状況に
ついて〕

JR九州と日南市の合築で、日南市の中央駅に相
応しい駅舎が望まれる。

油津コーヒーのようす
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川
口
　
和
也
　
議
員

保
育
料
算
定
に
お
け
る
未
婚
・
非
婚
者

の
み
な
し
寡
婦
（
夫
）
控
除
に
つ
い
て

（
問
）
未
婚
・
非
婚
の
ひ
と
り
親
は
「
寡

婦
（
夫
）
控
除
」
対
象
外
の
た
め
、
保
育

料
に
差
が
生
じ
て
い
る
。
同
じ
処
遇
の
子

供
に
、
差
別
が
生
じ
て
い
る
が
、
市
長
の

所
感
を
問
う
。

（
答
）
子
ど
も
に
不
利
益
を
及
ぼ
す
こ
と

の
な
い
よ
う
に
、
支
援
策
も
必
要
と
考
え

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
、

平
成
27
年
度
の
実
施
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

《
解
説
》
所
得
税
法
は
、
死
別
や
別
離

に
よ
る
、
ひ
と
り
親
が
扶
養
親
族
で
あ

る
子
を
有
し
、
か
つ
、
合
計
所
得
金
額

が
５
０
０
万
円
以
下
の
者
は
、
男
性
親

が
27
万
円
、
女
性
親
が
35
万
円
の
控
除

が
あ
り
ま
す
。
み
な
し
寡
婦
控
除
制
度

は
、
現
在
、
延
岡
市
が
実
施
、
宮
崎
市

は
検
討
中
で
す
。

酒
谷
地
区
の
整
備
に
つ
い
て

（
問
）
坂
元
棚
田
に
公
衆
ト
イ
レ
を
設
置

で
き
な
い
か
。

（
答
）
地
元
要
望
も
出
て
お
り
、
重
要
文

化
的
景
観
に
も
選
定
さ
れ
、
観
光
客
の

増
加
に
つ
な
が
る
の
で
、
地
元
で
の
維
持

管
理
が
可
能
か
再
検
討
を
し
て
い
た
だ

き
、
棚
田
に
近
い
、
坂
元
地
区
公
民
館
の

ト
イ
レ
改
修
等
を
含
め
、
地
元
と
の
協
議

を
行
い
検
討
す
る
。

（
問
）
坂
元
棚
田
展
望
台
ま
で
の
道
路
に

離
合
箇
所
の
増
設
は
出
来
な
い
か
。

（
答
）
利
用
者
の
通
行
に
支
障
を
き
た
し

て
い
る
の
で
、
離
合
箇
所
の
拡
大
が
可
能

か
調
査
を
行
う
。

（
問
）
キ
ャ
ン
プ
場
も
含
め
酒
谷
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
が
、
そ
の
抜
本
的
な
維
持
補
修
の
対
応

を
問
う
。

（
答
）
本
年
度
も
、
管
理
棟
、
コ
テ
ー
ジ

デ
ッ
キ
、
体
育
館
の
床
の
修
繕
を
行
っ
て

い
る
。
各
施
設
と
も
に
開
設
か
ら
年
数
が

た
っ
て
お
り
老
朽
化
は
避
け
ら
れ
な
い
の

で
、
そ
の
都
度
改
修
を
行
い
、
維
持
管
理

に
努
め
て
い
く
。

無
会
派

 

小
玉
　
弘
明
　
議
員

日
南
市
に
お
け
る
第
一
次
産
業
、
第
二

次
産
業
に
つ
い
て

（
問
）
第
一
次
産
業
、
第
二
次
産
業
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

（
答
）
雇
用
機
会
の
拡
大
、
安
定
し
た
所

得
水
準
の
維
持
、
若
者
の
定
住
、
地
域
経

済
の
活
性
化
等
に
欠
か
せ
な
い
基
幹
産

業
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

（
問
）
米
価
格
の
低
迷
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
か
。

（
答
）
今
年
の
様
な
米
価
格
で
推
移
し
た

場
合
、
農
業
経
営
は
元
よ
り
、
更
な
る
農

業
離
れ
や
、
そ
れ
に
伴
う
耕
作
放
棄
地

の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
。
水
田
農
業
に
お

け
る
対
策
は
急
務
で
あ
る
。

油
津
地
区
の
振
興
に
つ
い
て

（
問
）
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
乗
客
の
市
内
観

光
へ
の
取
り
込
み
策
を
問
う
。

（
答
）
来
年
の
９
月
に
９
万
ト
ン
ク
ラ
ス

の
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
16
万
ト
ン
ク
ラ
ス
の
ク
ル
ー

ズ
船
の
場
合
、
約
４
千
人
の
乗
船
客
が
ツ

ア
ー
バ
ス
約
90
台
で
観
光
さ
れ
る
事
に

な
る
の
で
受
入
体
制
の
充
実
が
大
変
重

要
な
課
題
と
な
る
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
指
定
管
理
者
へ
の
移

行
に
つ
い
て

（
問
）
「
今
ま
で
よ
り
利
便
性
が
悪
く
な

る
の
で
は
」
と
の
声
を
聞
く
が
ど
う
か
。

（
答
）
民
間
の
能
力
と
サ
ー
ビ
ス
を
最
大

限
に
活
用
す
る
提
案
者
を
適
格
に
選
定

す
る
の
で
、
低
下
す
る
事
は
な
い
。

防
災
に
つ
い
て

（
問
）
天
候
の
変
化
に
よ
り
集
中
豪
雨
等

の
対
策
や
対
応
を
問
う
。

（
答
）
道
路
や
冠
水
等
に
は
早
急
に
バ
リ

ケ
ー
ド
等
に
よ
る
通
行
止
め
等
の
安
全

対
策
を
行
う
。
大
雨
の
場
合
は
防
災
メ
ー

ル
や
防
災
行
政
無
線
等
に
よ
り
市
民
の

方
々
に
事
前
の
災
害
に
対
す
る
準
備
等

の
お
願
い
を
行
っ
て
い
る
。

学
校
教
育
に
つ
い
て

（
問
）
少
子
化
に
伴
う
学
校
教
育
の
あ
り

方
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

（
答
）
宮
崎
県
の
基
準
に
基
づ
く
学
級
編

成
に
し
て
い
る
。
す
で
に
学
級
25
人
を
下

回
っ
て
い
る
学
級
も
少
な
く
な
い
。

　
本
市
は
非
常
勤
講
師
を
20
名
配
置
し

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
実
態
に
合
せ
て
よ
り

細
か
な
対
応
が
可
能
と
な
る
取
組
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
迅
速
な
対
応
や
支
援
を

行
え
る
事
業
の
充
実
に
努
め
る
。

（
問
）
今
後
、
学
校
の
２
学
期
制
を
採
用

す
る
計
画
は
あ
る
か
。

（
答
）
従
来
の
学
校
教
育
制
度
の
良
さ
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
今
後
も
３
学
期
制
を

継
続
し
て
行
き
た
い
。

公
明
党
日
南
市
議
団

 

黒
部
　
俊
泰
　
議
員

期
日
前
投
票
に
つ
い
て

（
問
）
期
日
前
投
票
は
、
投
票
所
に
お

い
て
住
所
、
氏
名
、
投
票
が
で
き
な
い
理

由
を
記
入
す
る
が
、
高
齢
者
の
方
な
ど

は
、
そ
の
記
入
に
相
当
の
時
間
を
要
す
る

と
伺
っ
て
い
る
。
現
在
、
多
く
の
自
治
体

で
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
、

期
日
前
投
票
宣
誓
書
の
用
紙
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
。
自
宅
で
、
宣
誓
書
を
記

入
し
て
期
日
前
投
票
所
に
行
く
こ
と
で
、

選
挙
事
務
の
効
率
化
や
投
票
率
の
向
上

な
ど
が
期
待
さ
れ
る
。
市
は
、
い
つ
か
ら

こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
の

か
。

（
答
）
す
で
に
実
施
し
て
い
る
自
治
体
で

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
か
ら
簡
単
に

入
手
で
き
る
こ
と
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
つ
な
が
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
今

年
の
12
月
に
執
行
さ
れ
る
宮
崎
県
知
事

選
挙
か
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
準
備
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

防
災
に
つ
い
て

（
問
）
６
月
議
会
で
も
質
問
し
た
が
、

津
波
避
難
困
難
者
が
多
く
生
活
さ
れ
て

い
る
大
堂
津
公
民
館
周
辺
は
、
集
会
所

の
機
能
を
持
つ
複
合
型
の
避
難
施
設
と

し
て
、
整
備
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
あ

る
。
大
堂
津
は
、
津
波
が
来
て
も
避
難
が

難
し
い
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
て
か
ら
こ

れ
ま
で
、
抜
本
的
な
対
策
を
取
ら
れ
て
こ

な
か
っ
た
地
域
で
あ
る
。
区
民
の
ニ
ー
ズ

に
対
し
て
充
分
に
応
え
る
対
策
を
と
る
の

が
重
要
と
考
え
る
。
大
堂
津
は
、
複
合
型

の
避
難
施
設
を
整
備
す
る
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

（
答
）
現
在
、
津
波
が
想
定
さ
れ
る
市
内

沿
岸
部
を
対
象
と
し
た
、
市
内
43
地
区
の

地
元
説
明
会
を
開
催
し
て
い
る
。

　
大
堂
津
は
、
唯
一
、
私
も
説
明
会
に
出

席
し
た
。

　
現
在
、
国
や
県
と
の
事
前
協
議
を
進
め

て
い
る
の
で
、
具
体
的
な
整
備
計
画
の
内

容
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
中
に
示
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

社
民
ク
ラ
ブ

 

林
　
一
彦
　
議
員

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
に
つ
い
て

（
問
）
来
年
４
月
か
ら
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
る
。
厚
労
省
は

義
務
付
け
ら
れ
た
業
務
の
ほ
か
、
市
区

町
村
が
任
意
の
生
活
支
援
策
を
積
極
活

用
す
る
の
が
不
可
欠
と
み
て
い
る
。

　
今
回
の
補
正
予
算
で
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
に
関
す
る
事
業
が
計
画
さ
れ
て

い
る
が
、
本
年
度
は
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
事
業
を
取
り
組
む
の
か
。

（
答
）
本
年
度
は
、
生
活
困
窮
者
か
ら

の
相
談
に
応
じ
、
困
窮
者
が
抱
え
る
課

題
の
評
価
・
分
析
、
自
立
支
援
に
向
け

た
プ
ラ
ン
の
作
成
、
生
活
全
般
に
わ
た

る
包
括
的
な
支
援
を
行
う
た
め
の
関
係

機
関
と
の
連
絡
調
整
等
の
支
援
を
行
う

自
立
相
談
支
援
モ
デ
ル
事
業
に
取
り
組

み
、
支
援
体
制
の
構
築
を
図
る
。

（
問
）
来
年
度
か
ら
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
が
施
行
さ
れ
る
。
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
事
業
を
取
り
組
む
の
か
。

（
答
）
自
立
相
談
支
援
事
業
に
加
え
、

必
須
事
業
と
な
る
、
職
を
失
っ
た
こ
と

に
よ
り
住
宅
を
失
っ
た
、
又
は
、
そ
の

恐
れ
の
高
い
困
窮
者
に
対
し
、
就
職
活

動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
期
間
限

定
で
家
賃
相
当
額
を
支
給
す
る
住
宅
確

保
給
付
金
事
業
に
取
り
組
む
。
ま
た
、

任
意
事
業
と
し
て
、
就
労
に
向
け
た
動

機
づ
け
や
基
礎
能
力
の
形
成
を
図
る
就

労
準
備
支
援
事
業
、
一
定
期
間
の
宿
泊

場
所
や
衣
食
の
提
供
を
行
う
一
時
生
活

支
援
事
業
、
家
計
収
支
等
に
関
す
る
プ

ラ
ン
の
作
成
等
を
行
う
家
計
相
談
支
援

事
業
、
子
ど
も
に
対
し
学
習
の
援
助
等

を
行
う
学
習
援
助
事
業
が
あ
る
が
、
当

面
は
、
必
須
事
業
の
２
事
業
に
取
り
組

み
、
任
意
事
業
に
つ
い
て
は
、
相
談
者

の
ニ
ー
ズ
等
を
把
握
し
た
上
で
検
討
す

る
。

（
問
）
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
は

ど
の
部
署
が
担
当
す
る
の
か
。

（
答
）
担
当
部
署
は
福
祉
課
保
護
係
が

所
管
す
る
が
、
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

は
、
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
支
援
は
、

単
に
関
係
機
関
を
紹
介
す
る
だ
け
で
な

く
、
本
人
が
抱
え
る
問
題
の
評
価
・
分

析
、
自
立
に
向
け
た
プ
ラ
ン
の
作
成
・

指
導
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、

相
談
支
援
等
の
実
績
を
持
つ
日
南
市
社

会
福
祉
協
議
会
に
委
託
す
る
。

空
き
家
条
例
に
つ
い
て

（
問
）
条
例
化
ま
で
の
対
策
を
問
う
。

（
答
）
空
き
家
の
状
況
を
調
査
し
、
パ
ト

ロ
ー
ル
の
強
化
と
と
も
に
、
特
に
、
倒
壊

の
恐
れ
や
、
衛
生
上
、
景
観
上
、
問
題

の
あ
る
空
き
家
は
、
所
有
者
等
に
対
し

て
自
主
的
な
改
善
を
促
し
て
い
く
。

棚田への道路状況
待避所が設置されているものの、傾斜が急で距
離もあり離合が難しい

集会所の機能を持つ、複合型の津波避難施設が
期待される大堂津地区
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日
本
共
産
党
日
南
市
議
団

 

和
足
　
恭
輔
　
議
員

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
分
別
収
集
に
つ
い
て

（
問
）
市
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
実
施

予
定
の
廃
プ
ラ
分
別
収
集
に
向
け
、
昨

年
度
か
ら
モ
デ
ル
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
来
年
度
は
ど
う
す
る
の
か
。

（
答
）
ス
ム
ー
ズ
に
廃
プ
ラ
分
別
収
集

を
導
入
で
き
る
体
制
づ
く
り
、
収
集
運

搬
に
必
要
と
な
る
集
積
所
の
数
量
と

配
備
車
両
台
数
な
ど
、
委
託
内
容
の
検

証
、
必
要
と
な
る
処
理
施
設
の
能
力
や

人
員
数
な
ど
、
基
礎
数
値
の
確
認
を
目

的
と
し
た
モ
デ
ル
事
業
は
、
今
年
度
で

完
了
し
、
次
年
度
以
降
は
、
実
証
成
果

を
基
に
、
啓
発
方
法
、
分
別
基
準
、
搬

出
方
法
、
収
集
体
制
、
処
理
体
制
等
の

構
築
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
問
）
昨
年
度
と
比
較
し
て
今
年
度
の

モ
デ
ル
事
業
の
分
別
収
集
の
徹
底
具
合

は
ど
う
か
。

（
答
）
昨
年
度
の
モ
デ
ル
事
業
で
は
、

ス
タ
ー
ト
時
、
不
適
混
入
物
の
不
適

率
が
18
％
で
あ
っ
た
が
、
最
終
的
に
は

10
％
に
落
ち
着
い
た
。
今
年
度
の
モ
デ

ル
事
業
実
施
地
区
で
は
、
昨
年
度
の
実

例
を
示
し
て
、
説
明
会
を
行
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
て
一
ヶ

月
程
だ
が
、
不
適
率
は
９
．
５
％
と
低

く
、
非
常
に
優
秀
な
数
字
を
表
し
て
い

る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

婚
外
子
の
保
育
料
等
の
み
な
し
寡
婦
控

除
の
実
施
に
つ
い
て

（
問
）
平
成
27
年
度
の
実
施
に
向
け
て

取
り
組
む
と
の
こ
と
で
、
市
長
の
決
断

を
大
い
に
評
価
し
た
い
。
だ
が
、
こ
の

問
題
の
本
質
は
、
親
の
結
婚
歴
の
あ
る

な
し
で
、
経
済
的
不
利
益
が
子
ど
も
に

及
ぶ
と
い
う
子
ど
も
の
人
権
問
題
で

あ
る
。
こ
の
際
、
市
営
住
宅
の
家
賃
も

見
な
し
控
除
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

（
答
）
市
内
の
非
婚
の
ひ
と
り
親
を
対

象
に
見
な
し
控
除
を
適
用
し
て
も
、
現

在
の
と
こ
ろ
家
賃
に
影
響
す
る
事
例
が

な
い
の
で
考
え
て
い
な
い
。
現
状
を
見

極
め
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

公
明
党
日
南
市
議
団

 

鈴
木
　
教
夫
　
議
員

教
育
行
政
に
つ
い
て

（
問
）
文
部
科
学
省
は
全
国
学
力
テ
ス

ト
の
結
果
を
一
定
の
条
件
の
下
で
、
今
回

か
ら
学
校
別
成
績
の
公
表
を
解
禁
し
た

が
、
市
教
育
委
員
会
は
、
ど
う
判
断
し

て
い
る
の
か
。

（
答
）
県
は
３
つ
の
教
育
事
務
所
別
の

平
均
正
答
率
を
公
表
。
し
か
し
、
学
校

別
の
公
表
は
し
な
い
方
針
。
本
市
に
お

い
て
は
、
小
規
模
学
校
が
多
く
、
学
校

別
の
公
表
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
や
、
学
力
調
査
の
結
果

は
、
学
力
の
一
部
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、

教
育
委
員
の
全
会
一
致
で
公
表
し
な
い

と
判
断
し
て
い
る
。

（
問
）
２
０
１
４
年
度
全
国
学
力
テ
ス

ト
の
結
果
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

（
答
）
本
市
の
小
学
６
年
生
は
、
基
礎

的
な
力
を
問
う
国
語
Ａ
で
は
、
全
国
及

び
県
平
均
を
い
ず
れ
も
上
回
っ
て
い
る
。

学
力
を
問
う
国
語
Ｂ
及
び
算
数
Ａ
、
Ｂ

に
つ
い
て
は
、
全
国
及
び
県
平
均
を
若

干
下
回
っ
て
い
る
。
中
学
３
年
生
は
、
数

学
Ａ
、
Ｂ
が
全
国
及
び
県
平
均
を
上
回

り
、
国
語
Ａ
は
県
平
均
を
上
回
っ
た
が
、

全
国
平
均
は
若
干
下
回
っ
て
い
る
。
ま

た
、
国
語
Ｂ
は
、
全
国
及
び
県
平
均
を

若
干
下
回
っ
て
い
る
。

（
問
）
教
育
現
場
で
新
聞
活
用
が
広
が
っ

て
い
る
。
新
聞
購
読
で
平
均
正
答
率
が

高
く
、
学
力
向
上
に
効
果
が
あ
る
と
い

う
デ
ー
タ
も
で
て
い
る
が
、
十
分
活
用
さ

れ
て
い
る
の
か
。

（
答
）
現
行
の
学
習
指
導
要
領
に
も
、
積

極
的
に
新
聞
を
活
用
す
る
こ
と
が
明
記

さ
れ
て
い
る
。
昨
年
度
は
小
中
学
校
の
図

書
主
任
を
対
象
に
指
導
法
等
の
研
修
を

実
施
。
本
年
度
は
、
鵜
戸
小
中
学
校
が
、

県
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
（
教
育
に
新
聞
を
）
推
進
校

に
指
定
さ
れ
、
新
聞
活
用
に
関
す
る
研

究
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
こ
の
研
究

を
市
内
の
小
中
学
校
に
広
め
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）
総
合
計
画
で
小
中
連
携
、
小
中
一

貫
教
育
を
推
進
し
、
学
力
向
上
に
努
め

て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、
効
果
は
出
て
い

る
の
か
。

（
答
）
北
郷
小
中
学
校
は
施
設
一
体
型
と

し
て
開
校
し
６
年
目
を
迎
え
る
。
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
及
び
、
小
学
２

年
か
ら
４
年
、
中
学
１
年
で
実
施
し
て
い

る
日
南
市
総
合
学
力
調
査
の
結
果
、
学

年
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
は
あ
る
が
、
ほ
ぼ

全
国
平
均
に
近
い
結
果
が
で
て
い
る
。
ま

た
、
英
語
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、

中
学
校
に
お
け
る
県
英
語
一
斉
テ
ス
ト

で
は
、
県
平
均
を
上
回
る
成
果
が
で
て
い

る
。

改
政
ク
ラ
ブ

 

倉
岡
　
郁
夫
　
議
員

検
診
率
向
上
策
に
つ
い
て

（
問
）
各
種
の
検
診
で
、
検
診
率
は
目

標
値
に
届
い
て
い
な
い
が
、
今
後
ど
の

よ
う
な
向
上
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

（
答
）
自
治
会
、
健
康
づ
く
り
推
進
員
、

食
生
活
改
善
推
進
員
、
元
気
に
ち
な
ん

応
援
隊
の
皆
さ
ん
な
ど
と
の
地
域
協
働

に
よ
る
受
診
勧
奨
や
、
「
健
康
に
ち
な

ん
推
進
班
」
に
よ
る
未
受
診
者
へ
の
電

話
勧
奨
や
戸
別
訪
問
、
そ
れ
に
、
日
曜

検
診
や
集
団
検
診
の
拡
大
、
防
災
行
政

無
線
を
活
用
し
た
受
診
の
呼
び
か
け
、

健
診
受
診
の
啓
発
看
板
の
設
置
な
ど
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

（
問
）
公
用
車
全
車
に
、
検
診
受
診
の

啓
発
ス
テ
ッ
カ
ー
を
張
っ
て
、
検
診
の

呼
び
か
け
を
し
た
ら
ど
う
か
。

（
答
）
市
民
へ
の
周
知
に
大
変
効
果
的

な
方
法
で
あ
る
の
で
、
現
在
、
作
成
準

備
を
進
め
て
い
る
。
早
期
の
実
施
に
努

め
て
い
く
。

危
機
管
理
に
つ
い
て

（
問
）
８
月
下
旬
に
開
催
さ
れ
た
総
合

防
災
訓
練
は
、
素
晴
ら
し
い
訓
練
場
と

環
境
の
下
で
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
の
中

で
、
災
害
対
策
本
部
で
の
ブ
ラ
イ
ン
ド

訓
練
に
お
い
て
、
災
害
対
策
委
員
の
把

握
が
出
来
て
い
な
い
よ
う
だ
っ
た
が
、
備

え
は
万
全
な
の
か
。

（
答
）
初
め
て
の
ブ
ラ
イ
ン
ド
訓
練
と
い

う
こ
と
で
、
情
報
伝
達
が
災
害
対
策
委

員
に
う
ま
く
伝
わ
ら
な
か
っ
た
と
い
う

手
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
教

訓
と
し
て
、
再
度
、
情
報
伝
達
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
。

市
内
の
砂
防
管
理
に
つ
い
て

（
問
）
先
般
、
広
島
市
で
は
土
石
流
が
発

生
し
て
人
命
を
奪
う
甚
大
な
被
害
に
繋

が
っ
た
が
、
市
内
の
砂
防
ダ
ム
の
数
と
管

理
状
況
は
把
握
さ
れ
て
い
る
の
か
。

（
答
）
市
内
に
は
、
旧
日
南
市
に
66
施

設
、
旧
北
郷
町
に
36
施
設
、
旧
南
郷
町

に
29
施
設
、
計
１
３
１
施
設
の
砂
防
堰

堤
が
あ
り
、
数
年
ご
と
に
施
設
点
検
を

日
南
土
木
事
務
所
で
実
施
し
て
い
る
。

あ
わ
せ
て
土
砂
の
堆
積
量
の
調
査
も
さ

れ
て
い
て
、
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
は
堆

積
土
の
撤
去
を
行
っ
て
い
る
。

女
性
職
員
の
幹
部
登
用
に
つ
い
て

（
問
）
第
２
次
安
部
政
権
の
組
閣
に
お
い

て
も
、
５
人
の
女
性
閣
僚
が
誕
生
し
た

が
、
日
南
市
に
お
い
て
、
女
性
職
員
の
幹

部
登
用
は
進
め
ら
れ
な
い
の
か
。

（
答
）
積
極
的
な
人
材
育
成
に
努
め
な

が
ら
、
ま
ず
は
女
性
の
係
長
級
職
員
を

増
や
し
、
そ
の
中
か
ら
課
長
補
佐
、
課

長
へ
と
段
階
的
に
女
性
登
用
を
進
め

る
。

日
本
共
産
党
日
南
市
議
団

 

井
福
　
秀
子
　
議
員

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
の
内
容
と

課
題
に
つ
い
て

（
問
）
新
制
度
で
の
小
規
模
保
育
の
保
育

士
資
格
は
、
Ｂ
型
施
設
は
５
割
、
Ｃ
型
は

ゼ
ロ
で
も
よ
い
と
な
っ
て
い
る
。
昨
年
の

認
可
外
保
育
施
設
の
死
亡
事
故
は
認
可

施
設
の
45
倍
で
あ
っ
た
が
、
保
育
の
条
件

は
等
し
く
保
障
す
べ
き
だ
。

（
答
）
職
員
数
の
配
置
基
準
は
保
育
所

よ
り
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

（
問
）
家
庭
的
保
育
事
業
の
給
食
で
は
、

外
部
搬
入
が
可
能
と
な
る
が
、
自
園
方

式
の
調
理
員
配
置
を
原
則
と
す
べ
き
だ
。

（
答
）
搬
入
施
設
は
、
連
携
す
る
保
育
施

設
や
社
会
福
祉
法
人
等
に
限
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
管
理
体
制
や
栄
養
士
等
か
ら

の
指
導
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

（
問
）
新
制
度
に
つ
い
て
、
保
護
者
、
保

育
関
係
者
へ
の
十
分
な
周
知
が
必
要
だ

が
、
説
明
会
は
さ
れ
る
の
か
。

（
答
）
関
係
施
設
に
は
説
明
会
を
実
施

し
た
。
保
護
者
へ
は
10
月
下
旬
に
、
市
内

3
会
場
で
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

（
問
）
今
回
の
災
害
対
策
訓
練
は
、
ブ
ラ

イ
ン
ド
訓
練
で
、
緊
迫
感
も
あ
り
、
た
め

に
な
っ
た
が
、
訓
練
の
成
果
と
反
省
点
を

ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
。

（
答
）
お
お
む
ね
良
好
で
、
緊
迫
感
の
あ

る
訓
練
が
で
き
た
。
大
規
模
災
害
時
は
、

関
係
機
関
と
の
協
力
体
制
が
大
切
で
あ

る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
た
。

（
問
）
静
岡
県
袋
井
市
の
防
災
対
策
は
、

人
命
被
害
は
ゼ
ロ
の
目
標
で
10
年
間
の
長

期
計
画
で
あ
る
。
先
進
地
域
に
学
び
、
具

体
的
対
策
を
と
る
考
え
は
な
い
か
。

（
答
）
ま
ず
は
自
助
、
そ
し
て
共
助
、
公

助
と
い
う
防
災
対
策
の
基
本
を
踏
ま
え
、

避
難
施
設
や
避
難
路
の
整
備
事
業
を
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
に
つ
い
て

（
問
）
高
松
市
丸
亀
町
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
現
存
し
、
地
元
主
導
で
本
気
の

覚
悟
の
も
と
に
、
土
地
の
所
有
権
と
使
用

権
の
分
離
を
行
い
、
再
開
発
の
ま
ち
づ
く

り
に
成
功
し
て
い
る
。
参
考
に
な
る
と
こ

ろ
は
あ
る
か
。

（
答
）
見
習
う
部
分
が
多
く
、
地
域
住
民

も
一
役
を
担
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
を
進

め
た
い
。

（
問
）
日
本
共
産
党
市
議
団
は
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
、
こ
の
事
業
に
つ
い
て
も

質
問
し
、
約
４
５
０
人
分
を
集
計
し
た
。

「
期
待
し
て
い
る
」
32
％
、
「
期
待
で
き

な
い
」
４
５
・
８
％
で
あ
っ
た
。
こ
の
結

果
の
感
想
は
ど
う
か
。

（
答
）
ま
だ
事
業
全
体
が
見
え
な
い
部
分

が
あ
る
う
え
で
の
結
果
だ
と
思
う
。

毎水曜日の不適合混合物等の仕分け作業
（運搬先のクリーンセンター内）
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濱
中
　
武
紀
　
議
員

平
成
25
年
度
決
算
に
つ
い
て

（
問
）
不
納
欠
損
額
の
中
で
増
加
し
て
い

る
市
税
等
の
要
因
及
び
対
策
を
問
う
。

（
答
）
５
年
経
過
等
の
時
効
消
滅
等
が

主
な
要
因
で
あ
り
、
今
後
は
、
税
の
不
公

平
感
を
な
く
す
よ
う
併
任
人
事
に
よ
る

滞
納
対
策
等
を
更
に
強
化
す
る
。

（
問
）
納
め
過
ぎ
と
な
っ
て
い
る
税
の
還

付
の
原
因
と
対
策
を
問
う
。

（
答
）
全
体
の
60
％
を
占
め
る
原
因
が
年

金
か
ら
の
仮
徴
収
で
あ
り
、
こ
の
制
度
は

平
成
21
年
10
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
制
度

で
あ
り
、
今
後
は
市
民
に
対
し
て
分
り
や

す
い
説
明
文
書
の
送
付
等
の
改
善
に
努

め
る
。

森
林
活
用
に
つ
い
て

（
問
）
多
量
の
木
材
を
使
用
す
る
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
所
が
日
南
串
間
に
計
画
さ
れ

て
い
る
が
、
森
林
の
利
活
用
や
保
存
計
画

を
作
成
す
る
の
か
。

（
答
）
森
林
保
存
の
た
め
に
、
今
後
も
原

料
供
給
協
議
会
や
発
電
事
業
者
と
の
連

携
を
強
化
し
て
い
く
。

農
業
改
革
に
つ
い
て

（
問
）
耕
作
放
棄
地
等
を
含
む
農
地
の

集
積
等
の
取
り
組
み
と
課
題
を
問
う
。

（
答
）
本
年
度
は
、
モ
デ
ル
的
な
取
り
組

み
と
し
て
５
つ
の
地
域
で
行
う
予
定
で
地

域
と
調
整
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
事
業

の
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

燃
油
対
策
に
つ
い
て

（
問
）
ハ
ウ
ス
に
お
け
る
県
補
助
の
木
質

ペ
レ
ッ
ト
暖
房
機
の
導
入
状
況
を
問
う
。

（
答
）
平
成
21
年
度
に
２
戸
の
施
設
が
導

入
し
て
い
る
が
、
暖
房
機
自
体
の
価
格
が

高
い
等
の
理
由
か
ら
、
そ
の
他
に
導
入
希

望
者
は
い
な
い
。

（
問
）
重
油
を
多
量
消
費
す
る
漁
業
者

は
、
現
在
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
事
業
の

単
価
で
は
厳
し
い
が
対
策
を
問
う
。

（
答
）
平
成
27
年
度
以
降
の
継
続
支
援

や
、
新
た
な
支
援
制
度
の
創
設
な
ど
、
各

団
体
と
連
携
し
要
望
活
動
を
行
う
。

地
方
創
生
に
つ
い
て

（
問
）
国
に
お
い
て
、
地
方
創
生
本
部
が

設
置
さ
れ
た
が
、
今
後
将
来
の
本
市
の
方

針
等
を
問
う
。

（
答
）
雇
用
創
出
や
産
業
の
再
生
な
ど
、

地
方
が
主
体
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
国
・

県
に
働
き
か
け
て
い
く
。

土
砂
災
害
等
に
つ
い
て

（
問
）
大
雨
や
台
風
時
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

を
整
備
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

（
答
）
事
前
防
災
行
動
計
画
、
い
わ
ゆ
る

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
の

策
定
結
果
を
参
考
に
、
気
象
台
等
の
意

見
を
も
と
に
整
備
導
入
に
向
け
た
調
査
、

研
究
を
行
っ
て
い
く
。

改
政
ク
ラ
ブ

 

中
尾
　
貞
美
　
議
員

飫
肥
地
区
の
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

（
問
）
空
き
家
が
多
い
と
聞
く
が
対
策

は
あ
る
の
か
。

（
答
）
伝
建
地
区
内
に
つ
い
て
は
、
各
種

補
助
金
等
の
支
援
に
よ
り
、
空
き
家
の

減
少
に
努
め
た
い
。

市
道
山
川
線
横
の
河
川
に
つ
い
て

（
問
）
８
月
３
日
の
台
風
12
号
で
、
河
川

が
あ
ふ
れ
床
下
浸
水
が
起
こ
っ
た
と
聞

く
が
、
解
決
策
は
な
い
の
か
。

（
答
）
県
と
現
地
調
査
を
行
い
、
ど
の
よ

う
な
対
策
が
で
き
る
か
検
討
し
た
い
。

飫
肥
街
道
等
の
充
実
に
つ
い
て

（
問
）
江
戸
時
代
は
冠か

ぶ

木き

門も
ん

が
あ
っ
た

と
い
わ
れ
る
が
、
復
元
で
き
な
い
か
。

（
答
）
具
体
的
な
文
献
が
な
い
た
め
復

元
は
困
難
で
あ
る
。

山
林
補
助
の
あ
り
方
に
つ
い
て

（
問
）
取
引
価
格
に
応
じ
て
、
助
成
す
る

支
援
制
度
は
な
い
の
か
。

（
答
）
実
現
可
能
な
支
援
に
つ
い
て
、
研

究
し
て
い
き
た
い
。

飫
肥
杉
モ
デ
ル
住
宅
建
設
協
議
会
に
つ

い
て

（
問
）
飫
肥
杉
モ
デ
ル
団
地
構
想
に
向

け
た
取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

（
答
）
飫
肥
杉
材
利
用
促
進
の
た
め
の

取
り
組
み
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

中
部
病
院
の
あ
り
方
に
つ
い
て

（
問
）
経
営
健
全
化
に
向
け
て
は
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

（
答
）
ほ
か
の
先
進
事
例
も
参
考
に
し
、

具
体
的
な
経
営
健
全
化
策
を
整
理
し
て

い
き
た
い
。

子
供
の
意
見
発
表
、
参
加
の
促
進
に
つ

い
て

（
問
）
士
別
市
で
は
、
子
ど
も
夢
ト
ー
ク

の
中
で
、
市
長
等
が
年
間
７
校
ま
わ
っ

て
、
子
供
た
ち
の
意
見
を
聞
い
た
と
の
こ

と
だ
が
、
日
南
で
の
現
状
は
ど
う
か
。

（
答
）
子
供
た
ち
の
声
に
耳
を
傾
け
て
、

そ
の
自
由
な
発
想
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
。

新
生
日
南
会

 

川
越
　
昇
　
議
員

地
域
活
性
化
に
つ
い
て

（
問
）
山
間
地
に
お
け
る
活
性
化
対
策

に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え
は
ど
う
か
。

（
答
）
地
域
に
誇
り
と
愛
着
を
持
っ
て

住
み
続
け
る
人
の
確
保
、
移
住
者
や
交

流
人
口
の
増
加
、
さ
ら
に
安
心
し
て
生

活
で
き
る
環
境
や
農
林
資
源
が
豊
か
で

あ
る
特
性
を
活
か
し
た
産
業
の
振
興
に

努
め
る
。

（
問
）
農
林
水
産
物
直
売
所
に
よ
る
地

域
活
性
化
に
つ
い
て
、
支
援
拡
充
は
で

き
な
い
か
。

（
答
）
15
ヶ
所
の
各
直
売
所
が
そ
れ
ぞ

れ
に
独
自
性
を
生
か
し
な
が
ら
運
営

を
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
事
業
内
容
の

精
査
を
含
め
、
各
直
売
所
の
判
断
の
基

に
、
総
合
的
な
観
点
か
ら
検
証
す
る
。

（
問
）
北
郷
地
区
に
物
産
セ
ン
タ
ー
を

開
設
す
る
考
え
は
な
い
か
。

（
答
）
現
在
の
と
こ
ろ
整
備
計
画
は
な

い
が
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
及
び

北
郷
町
総
合
支
所
付
近
を
含
め
た
土
地

利
用
の
観
点
か
ら
、
周
辺
農
地
の
活
用

や
産
業
拠
点
の
形
成
、
定
住
促
進
な
ど

を
含
め
た
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
土
地
利

用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
現
在
庁
内
で

検
討
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

（
問
）
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
と
し
て
、

フ
ル
ー
ツ
ラ
ン
ド
構
想
に
取
り
組
む
考

え
は
な
い
か
。

（
答
）
今
後
と
も
、
日
南
市
果
樹
産
地

構
造
改
革
計
画
に
基
づ
き
、
か
ん
き
つ

類
や
マ
ン
ゴ
ー
を
中
心
と
し
た
、
果
樹

の
周
年
出
荷
体
制
の
充
実
を
図
る
。

（
問
）
６
次
産
業
化
に
つ
い
て
、
今
後
の

施
策
は
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

（
答
）
今
年
度
か
ら
、
日
南
市
雇
用
創

出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
が
、
実
践
型
地

域
雇
用
創
造
事
業
の
中
で
、
事
業
化
を

め
ざ
す
人
材
育
成
や
新
商
品
開
発
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
す
る
。

（
問
）
加
工
用
米
生
産
に
つ
い
て
、
次
年

度
の
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

（
答
）
３
年
間
の
契
約
栽
培
が
約
束
さ

れ
て
お
り
、
来
年
度
は
今
年
度
以
上
の

作
付
が
見
込
ま
れ
、
今
後
関
係
機
関
と

調
整
し
な
が
ら
進
め
る
。

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

（
問
）
「
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
日
」
を

設
け
る
考
え
は
な
い
か
。

（
答
）
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
日
」
の
制
定

は
検
討
し
て
い
な
い
が
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
含
め
個
人
に
合
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
や

運
動
を
行
う
こ
と
は
、
非
常
に
効
果
が

あ
る
の
で
、
ま
ず
は
気
運
の
醸
成
に
努

め
る
。

改
政
ク
ラ
ブ

 

田
中
　
重
信
　
議
員

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

（
問
）
今
回
発
表
す
る
重
点
戦
略
プ
ラ

ン
の
前
提
と
な
る
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

市
民
周
知
は
十
分
に
行
わ
れ
た
の
か
。

（
答
）
３
千
人
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、

９
３
８
人
の
回
答
を
得
た
。
ま
た
延
べ

５
０
５
人
の
参
加
で
意
見
交
換
を
行

い
、
行
政
へ
の
提
案
も
頂
い
た
。

（
問
）
市
民
意
見
は
重
点
戦
略
プ
ラ
ン

に
反
映
さ
れ
た
か
。

（
答
）
市
民
発
案
に
よ
る
日
南
型
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
で
あ
る
、
「
拠
点
分
散
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
」
都
市
構
造
の
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
と
の
整
合
性
を
図
る
。

活
性
化
対
策
に
つ
い
て

（
問
）
地
域
未
来
創
造
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
市
長
と
語
る
会
」
の
成
果
を
問
う
。

（
答
）
昨
年
は
10
ヶ
所
で
５
７
０
人
の

参
加
、
本
年
度
は
４
団
体
１
０
５
人
の

参
加
を
得
た
。
市
役
所
の
見
え
る
化

に
努
め
、
「
共
感
と
共
汗
の
ま
ち
づ
く

り
」
の
実
現
に
つ
な
げ
た
い
。

（
問
）
市
長
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
ポ
イ

ン
ト
は
何
か
。

（
答
）
豊
か
な
地
域
資
源
に
磨
き
を
か

け
活
性
化
に
活
か
し
、
商
社
感
覚
で

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
軽
く
新
し
い
こ
と
に
挑

戦
す
る
日
南
市
を
売
り
込
む
こ
と
で
あ

る
。中部

病
院
の
経
営
改
革
に
つ
い
て

（
問
）
過
去
10
年
間
の
一
般
会
計
繰
入
金

差
引
前
の
累
積
赤
字
は
い
く
ら
か
。

（
答
）
29
億
８
１
３
４
万
円
で
あ
る
。

（
問
）
経
営
健
全
化
検
討
委
員
会
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

（
答
）
12
月
に
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策

定
し
、
意
識
改
革
や
接
遇
に
関
す
る
院

内
検
討
委
員
会
を
新
た
に
立
ち
上
げ
、

外
部
識
者
を
含
む
評
価
委
員
会
で
、
経

営
健
全
化
の
進
捗
管
理
を
行
う
。

高
齢
社
会
対
策
に
つ
い
て

（
問
）
地
域
と
の
連
携
を
問
う
。

（
答
）
自
治
会
や
地
域
連
携
組
織
の
活

動
環
境
を
整
備
し
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
推
進
し
て
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
を
行

う
。

大雨時の市道山川線の河川状況

市
民
提
案
に
よ
り
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
が
製
作

さ
れ
た
、
に
ち
な
ん
ぢ
ゃ
様
。
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松
本
　
弘
　
議
員

観
光
行
政
に
つ
い
て

（
問
）
日
本
唯
一
の
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
群
生

地
で
あ
る
道
の
駅
な
ん
ご
う
で
今
年
も

盛
会
の
内
に
祭
り
が
開
催
さ
れ
た
。
今

年
の
状
況
を
市
長
が
見
ら
れ
て
の
感
想

と
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

（
答
）
本
年
の
、
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
祭
は
、

５
月
24
日
か
ら
６
月
22
日
ま
で
の
、
30

日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、
来
場
者
数

に
つ
い
て
同
実
行
委
員
会
に
よ
る
と
、

昨
年
の
７
万
５
千
人
か
ら
１
万
４
千

人
の
増
加
と
な
り
、
過
去
最
高
の

８
万
９
千
人
で
あ
っ
た
。
今
後
は
、
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
加
え
、
商
店
街

に
お
い
て
、
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
関
連
商
品

の
販
売
や
、
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
ま
つ
り
の

ノ
ボ
リ
を
立
て
る
な
ど
、
ま
つ
り
に
よ

る
経
済
効
果
が
市
内
全
域
に
及
ぶ
よ
う

な
取
り
組
み
を
同
実
行
委
員
会
及
び
関

係
団
体
と
連
携
し
て
行
っ
て
い
く
。

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

（
問
）
全
国
で
人
口
減
少
は
地
方
の
努

力
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
市
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

（
答
）
日
本
全
体
の
人
口
減
少
が
進
む

な
か
、
地
方
の
人
口
減
少
に
対
す
る

一
番
の
課
題
は
、
い
か
に
若
者
の
都
市

部
へ
の
流
出
を
止
め
る
か
に
か
か
っ
て

い
る
。
こ
の
地
で
生
ま
れ
育
っ
た
若
者

が
、
地
元
で
仕
事
を
得
て
、
家
族
を
つ

く
り
、
年
を
重
ね
て
ゆ
く
た
め
に
は
、

地
元
に
雇
用
を
創
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
東
九
州
自
動

車
道
の
早
期
開
通
や
、
油
津
港
の
整
備

な
ど
社
会
基
盤
整
備
を
着
実
に
前
に

進
め
う
え
で
、
現
在
進
め
て
い
る
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
産
業
の
振
興
や
企

業
家
の
誘
致
等
に
引
き
続
き
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
さ
ら
に
、
国
や
県

の
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
に
関

す
る
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
現
在
、
策

定
を
進
め
て
い
る
重
点
戦
略
プ
ラ
ン
に

お
い
て
も
、
雇
用
創
出
を
大
き
な
テ
ー

マ
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

新
生
日
南
会

 

谷
口
　
慎
二
　
議
員

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

（
問
）
本
市
に
お
け
る
ふ
る
さ
と
納
税

の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

（
答
）
25
年
度
は
56
件
の
７
１
２
万
円

で
あ
る
。

（
問
）
日
南
市
民
が
他
の
自
治
体
へ
納

税
し
て
い
る
状
況
は
ど
う
か
。

（
答
）
25
年
度
13
件
の
約
１
７
６
万
円

で
あ
る
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

（
問
）
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
今
後

の
見
直
し
の
中
、
農
地
中
間
管
理
機
構

の
事
業
を
ど
の
よ
う
に
取
り
組
み
、
推

進
し
て
い
く
の
か
。

（
答
）
今
年
度
は
５
地
域
で
取
り
組

み
、
今
後
、
そ
の
他
の
農
業
振
興
地
域

内
の
地
域
に
お
い
て
も
、
樹
園
地
、
畑

地
を
含
め
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

（
問
）
有
害
駆
除
班
の
高
齢
化
に
伴
い

若
手
の
狩
猟
免
許
取
得
費
に
対
し
て
助

成
は
で
き
な
い
か
。

（
答
）
猟
友
会
の
捕
獲
班
へ
の
加
入
促

進
を
図
り
つ
つ
、
狩
猟
免
許
取
得
助
成

制
度
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
く
。

大
島
再
生
に
つ
い
て

（
問
）
大
島
は
観
光
資
源
、
情
報
発
信

と
し
て
必
要
と
考
え
る
が
、
行
政
主
導

で
再
生
で
き
な
い
か

（
答
）
日
本
最
古
の
無
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
の
鞍
埼
灯
台
な
ど
の
重
要
観
光
資

源
の
活
用
や
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
等
の
観

光
産
業
を
始
め
、
民
間
活
力
に
よ
る
大

島
振
興
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
努
め
て
い

く
。公共

施
設
等
管
理
計
画
策
定
に
つ
い
て

（
問
）
本
市
の
策
定
状
況
は
ど
う
か
。

（
答
）
27
年
度
か
ら
着
手
し
、
28
年
度

ま
で
の
２
ヶ
年
間
で
策
定
す
る
予
定
で

あ
る
。

（
問
）
住
民
と
の
意
見
交
換
な
ど
に
よ

る
、
計
画
策
定
は
で
き
な
い
か
。

（
答
）
市
民
の
皆
様
や
関
係
団
体
等
へ
の

説
明
会
を
考
え
て
お
り
、
方
針
に
つ
い

て
は
市
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
て
決

定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

緑
青
会

 

井
上
　
進
　
議
員

油
津
港
の
整
備
見
直
し
に
つ
い
て

（
問
）
油
津
港
の
整
備
促
進
中
で
あ
る
耐

震
岸
壁
の
場
所
、
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄

港
桟
橋
及
び
釣
り
堀
公
園
を
設
置
す
る

よ
う
県
に
要
望
し
な
い
か
。

（
答
）
将
来
的
な
課
題
と
し
、
国
、
県
と

と
も
に
研
究
す
る
。

市
道
平
野
線
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

（
問
）
整
備
中
で
は
あ
る
が
、
早
期
に
期

成
同
盟
会
を
設
置
し
整
備
を
図
れ
。

（
答
）
東
九
州
自
動
車
道
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
が
平
野
地
区
に
予
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
国
、
県
と
整
備
手
法
を
検

討
し
て
い
く
。

国
道
２
２
２
号
の
バ
イ
パ
ス
整
備
促
進

に
つ
い
て

（
問
）
関
連
す
る
市
町
と
の
整
備
促
進
期

成
同
盟
会
の
設
置
を
図
れ
。

（
答
）
重
要
な
路
線
で
あ
り
、
東
九
州
自

動
車
道
、
国
道
２
２
０
号
の
整
備
状
況

を
勘
案
し
、
判
断
す
る
。

観
光
対
策
に
つ
い
て

（
問
）
赤
レ
ン
ガ
館
の
河
野
邸
の
整
備
を

図
れ
。

（
答
）
今
後
検
討
す
る
。

（
問
）
堀
川
運
河
の
周
辺
整
備
を
図
れ
。

（
答
）
上
流
部
分
は
未
定
で
あ
る
が
検
討

す
る
。

（
問
）
日
南
郵
便
局
横
の
ゲ
オ
跡
地
の
整

備
を
図
れ
。

（
答
）
魅
力
あ
る
の
で
検
討
し
た
い
。

（
問
）
飯
田
病
院
跡
地
の
整
備
を
図
れ
。

（
答
）
活
用
や
運
営
方
法
を
決
定
し
た

い
。津波

・
地
震
対
策
に
つ
い
て

（
問
）
大
堂
津
地
区
の
避
難
タ
ワ
ー
は
検

討
し
た
結
果
は
如
何
か
。

（
答
）
今
年
度
中
に
示
し
た
い
。

（
問
）
本
庁
舎
の
改
築
検
討
は
如
何
か
。

（
答
）
市
民
公
募
４
人
、
自
治
会
代
表
３

人
、
関
係
団
体
３
人
、
行
政
職
員
３
人
で

検
討
中
で
あ
る
。

法
定
外
道
路
の
管
理
体
制
に
つ
い
て

（
問
）
国
か
ら
譲
渡
さ
れ
た
法
定
外
（
里

道
）
等
の
管
理
は
対
応
出
来
る
の
か
。

（
答
）
管
理
体
制
は
出
来
て
い
る
。

緑
青
会

 

甲
斐
　
登
　
議
員

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

（
問
）
合
併
に
際
し
、
周
辺
（
北
郷
・
南

郷
）
の
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や
、
疲
弊
が
な

い
よ
う
均
衡
あ
る
発
展
を
度
々
唱
え
て

き
た
。
市
は
、
北
郷
・
南
郷
の
た
め
に
何

を
、
ど
の
よ
う
に
し
た
か
。

（
答
）
北
郷
地
域
に
は
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー

事
業
や
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
チ
ッ
プ
加
工
施

設
の
着
工
、
ま
た
、
東
九
州
道
北
郷
イ
ン

タ
ー
付
近
の
活
用
に
つ
い
て
官
民
協
働
で

の
検
討
が
始
ま
っ
て
い
る
。
南
郷
地
域
で

は
「
港
の
駅
め
い
つ
」
が
拡
充
さ
れ
、
農

林
高
校
跡
地
の
福
祉
施
設
の
整
備
も
進

ん
だ
。
市
は
、
今
後
も
、
市
全
域
が
活
性

化
し
、
発
展
す
る
よ
う
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

（
問
）
市
長
は
、
今
回
の
組
織
見
直
し

（
案
）
で
、
北
郷
・
南
郷
両
総
合
支
所
の

農
政
業
務
を
本
庁
へ
移
管
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
合
併
時
、
90
人
い
た
北
郷
総
合

支
所
の
職
員
は
19
人
に
な
る
計
画
で
あ

る
。
農
政
と
い
う
基
幹
産
業
に
関
り
あ
る

業
務
を
移
管
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
農
民

へ
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
で
あ
る
。
考
え
直
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

（
答
）
今
後
、
農
業
の
振
興
を
図
っ
て
い

く
た
め
に
は
、
市
の
組
織
も
力
を
分
散

す
る
こ
と
な
く
、
効
率
的
に
展
開
す
る
ほ

う
が
、
農
業
振
興
に
つ
な
が
る
と
判
断
し

た
。防災

に
つ
い
て

（
問
）
広
島
で
は
、
記
録
的
な
豪
雨
に
よ

り
、
大
災
害
が
発
生
し
た
。
行
政
の
対
応

が
不
十
分
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
が
、
日
南

市
の
備
え
は
十
分
か
。

（
答
）
各
自
治
会
や
、
自
主
防
災
組
織
、

学
校
等
に
出
向
い
て
、
資
料
を
使
い
な

が
ら
危
険
箇
所
を
説
明
、
さ
ら
に
、
防
災

マ
ッ
プ
の
全
戸
配
布
等
、
周
知
徹
底
を

図
っ
て
い
る
。

（
問
）
職
員
や
消
防
隊
員
の
待
機
基
準
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
ボ
ー
ト
の
配
備
計

画
は
進
ん
だ
か
。

（
答
）
警
報
発
令
と
同
時
に
情
報
連
絡
本

部
を
立
ち
上
げ
約
15
人
の
職
員
が
配
備

に
就
く
。
ま
た
、
ボ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
、
北
郷
、
南
郷
出
張
所
に
１
艇
ず

つ
配
備
す
る
予
定
で
あ
る
。
今
後
も
、
年

次
的
に
配
備
を
し
て
い
く
。

医
療
費
の
抑
制
に
つ
い
て

（
問
）
医
療
費
抑
制
の
一
環
と
し
て
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、
四
半
的

等
、
数
多
く
活
動
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
に

対
し
、
助
成
す
る
考
え
は
な
い
か
。

（
答
）
市
民
の
皆
様
に
、
健
康
増
進
と
生

き
が
い
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

活
動
さ
れ
て
い
る
団
体
に
対
し
、
支
援
を

し
て
い
る
。

大島にある鞍埼灯台

南郷町のジャカランダ群生
日南市政総合推進対策特別委員会で視察し
た、静岡県袋井市の避難タワー
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※平成２６年第４回定例会の
審議結果を掲載しております。

審議結果一覧

番  号 議 案 名
審 議 結 果

委員会 本会議

報告第16号 専決処分の報告について ― 終　了

報告第17号 専決処分の報告について ― 終　了

報告第18号 平成25年度日南市健全化判断比率の報告について ― 終　了

報告第19号 平成25年度日南市公営企業資金不足比率の報告について ― 終　了

報告第20号 専決処分の承認を求めることについて ― 原案承認

認定第１号 平成25年度日南市一般会計歳入歳出決算の認定について 原案認定 原案認定

認定第２号 平成25年度日南市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定 原案認定

認定第３号 平成25年度日南市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定 原案認定

認定第４号 平成25年度日南市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定 原案認定

認定第５号 平成25年度日南市病院事業会計決算の認定について 原案認定 原案認定

認定第６号 平成25年度日南市簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定 原案認定

認定第７号 平成25年度日南市農業集落排水特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定 原案認定

認定第８号 平成25年度日南市漁業集落排水特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定 原案認定

認定第９号 平成25年度日南市公設合併処理浄化槽特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定 原案認定

認定第10号 平成25年度日南市公共下水道事業会計決算の認定について 原案認定 原案認定

認定第11号 平成25年度日南市特定環境保全公共下水道事業会計決算の認定について 原案認定 原案認定

認定第12号 平成25年度日南市水道事業決算の認定について 原案認定 原案認定

議案第66号 平成25年度日南市水道事業未処分利益剰余金の処分について 原案可決 原案可決

議案第67号 平成26年度日南市一般会計補正予算（第３号） 原案可決 原案可決

議案第68号 平成26年度日南市介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決 原案可決

議案第69号 平成26年度日南市簡易水道特別会計補正予算（第１号） 原案可決 原案可決

議案第70号 平成26年度日南市水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決 原案可決

議案第71号 日南市過疎地域自立促進計画の変更について 原案可決 原案可決

議案第72号 日南市立学校林等基金条例の一部を改正する条例 原案可決 原案可決

議案第73号 油津赤レンガ館条例 原案可決 原案可決

議案第74号 日南市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定
める条例 原案可決 原案可決

議案第75号 日南市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例 原案可決 原案可決

議案第76号 日南市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例 原案可決 原案可決

議案第77号 市道路線の認定について 原案可決 原案可決

番  号 議 案 名
審 議 結 果

委員会 本会議

陳情第37号 日南市福祉バスの借り方に関する陳情書 継続審査 継続審査

陳情第38号 高齢者クラブの日南市福祉バスの借用に関する陳情書 継続審査 継続審査

請願第39号 「特定秘密の保護に関する法律の廃止を求める意見書」の採択を求める請願書 不 採 択 不 採 択

請願第40号 ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充に関する請願書 採　　択 採　　択
議 員 提 出
議案第37号 森林整備加速化・林業再生事業の継続を求める意見書 ― 原案可決
議 員 提 出
議案第38号 ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める意見書 ― 原案可決

諮問第５号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ― 原案同意

諮問第６号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ― 原案同意

諮問第７号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ― 原案同意

諮問第８号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ― 原案同意

議案番号 議　　　 案　　　 名

改

政

ク

ラ

ブ

新

生

日

南

会

緑

青

会

社

民

ク

ラ

ブ

公
明
党
日
南
市
議
団

日
本
共
産
党
日
南
市
議
団

日
南
ル
ネ
サ
ン
ス

無

会

派
認定

第１号 平成25年度日南市一般会計歳入歳出決算の認定について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯

認定
第２号

平成25年度日南市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定
について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯

認定
第３号

平成25年度日南市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認
定について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯

議案
第67号 平成26年度日南市一般会計補正予算（第３号） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯

議案
第75号

日南市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め
る条例 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯

請願
第39号

「特定秘密の保護に関する法律の廃止を求める意見書」の採
択を求める請願書 △ × × ◯ × ◯ △ ×

　賛否の別れた議案等における、会派ごとの賛否結果は以下のとおりです。
　なお、表中の記号は次のとおりです。　（ ◯＝全員賛成　×＝全員反対　△＝一部賛成 ）

賛否結果一覧

　議会報告会『市民と語る日南市議会』を開催します！
　５月に引き続き、「市民の声を市政に反映させること」を目的に、市民との意見交換を主とした『市
民と語る日南市議会』を下記の３会場で開催いたします。
　全市民の方を対象としておりますので、いずれの会場でも参加が可能です。皆様のご参加をお待ちし
ています。

注１）議長は採決には加わりません。
注２）請願第 39 号は原案についての表決です。

※報告会は 1 時間 30 分から
2 時間程度を予定しています。

【開催日時】
日　　　時 地 区 名 会　　　場

１１月１１日（火） 午後７時～ 油 津 地 区 まなびピア 視聴覚室
１１月１２日（水） 午後７時～ 東 郷 地 区 東郷公民館
１１月１４日（金） 午後７時～ 酒 谷 地 区 酒谷支所
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編 

集 

後 

記

日南市政総合推進対策特別委員会要望活動
（県・国土交通省・県選出国会議員ほか、４日まで）
大山ロイヤルホテル「日南美食フェア」出会
（伯耆町　７日まで）
日南ルネサンス会派視察研修
（伯耆町、倉敷市　８日まで）
全員協議会
日南ルネサンス会派視察研修
（名護市、糸満市、宜野湾市　16日まで）
東九州自動車道建設促進地方大会（志布志市）
熊本県菊陽町議会が行政視察のため来訪
社民クラブ会派視察研修
（豊後高田市、大分市、鹿児島市　30日まで）

新生日南会会派視察研修
（八戸市、田村市　７日まで）
全国市議会議長会研究フォーラム
（岡山市　７日まで）
東九州自動車道・国道220号要望活動
（国土交通省　８日まで）
日南市政総合推進対策特別委員会
緑青会会派視察研修（小樽市、砂川市　21日まで）
改政クラブ会派視察研修
（千歳市、士別市　23日まで）
日南市政総合推進対策特別委員会視察研修
（高松市、大府市、袋井市　28日まで）

議会運営委員会
第４回定例会開会、
全員協議会、議会だより編集員会
本会議（質疑）、予算審査特別委員会、
決算審査特別委員会
本会議（一般質問）、議会運営委員会
本会議（一般質問）
議会運営委員会、本会議（一般質問）
本会議（一般質問、議員提出議案採決）、
議会改革特別委員会
常任委員会審査

予算審査特別委員会、全員協議会、
本会議（採決）、決算審査特別委員会、
議会だより編集委員会
決算審査特別委員会審査（３日まで）
決算審査特別委員会、本会議（採決）、
第４回定例会閉会、
日南市政総合推進対策特別委員会、
議会だより編集委員会

【７月】
２日

６日

９日
14日

18日
23日
28日

【８月】
５日

６日

７日

18日
19日
21日

26日

【９月】
１日
８日

９日

18日
19日
22日
24日

25日
【10月】

１日

２日
９日

議　会　日　誌
（７月から10月上旬･抜粋） トピックス

猿が議会傍聴にやってきた！？

　去る９月25日の正午頃、議会棟に猿が侵入しました。
　猿は体長およそ１ｍと非常に大きく、中央こども保育園に
現れた後、議会棟にやってきたようです。
　この猿は、議場用の２階トイレに30分程居座った後、トイ
レのガラスを割って外に逃げ出しました。
　当日は平日で、保育園には子ども達もおり、また議会棟も
議案の委員会審査の真っ最中で、多くの議員や当局職員が
おりました。
　幸いけが人がでなかったようで、一
安心です。
　冬に向け、猿たちも餌集めに必死な
のでしょうか、市街地にまで現れるこ
とに驚きました。
　市民の皆さまにおかれましては日頃
からお気を付けいただき、市街地で発
見された場合は、市民生活課市民生
活係（℡31-1176）にご一報ください。

■平成26年第５回（12月）定例会の予定■
 11月25日　開会、本会議

26日　本会議（質疑）
12月４日　本会議（一般質問４～５日、８～９日）

10日　常任委員会審査（10 ～ 12日）
16日　本会議（採決）、閉会

※日程はあくまで予定であり、議事の都合により変更になることが
あります。

《発行者》　宮崎県日南市議会
　　〒887-8585　日南市中央通一丁目1-1
　　電　話：0987-31-1142（直通）
　　ＦＡＸ：0987-31-1778（直通）

■ご意見をお待ちしております■
 　議会だよりに関するご意見・ご要望等がありましたら、
下記までご連絡ください。
　　　  TEL　0987-31-1142　FAX0987-31-1778
 　　　 E-mail　gikai@city-nichinan.jp
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台
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、
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日
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な
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と
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。
特
に
広
島
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模
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が
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な
り
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ま
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な
り
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と
な
ら
れ
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方
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に
、
心
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り
お
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げ
ま
す
。

　

日
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市
地
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防
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６
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ま
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然
災
害
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へ
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ら
な
る
取

り
組
み
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で
す
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今
定
例
会
か
ら
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一
般
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は
、
一
括
質
問

だ
け
で
な
く
、質
問
の
一
部
ま
た
は
す
べ
て
を
、

一
問
一
答
で
行
う
方
式
も
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
に
、
市
長
と
議
員
と
の
や
り
取
り

を
で
き
る
だ
け
、
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
の

試
行
期
間
で
す
の
で
、
今
回
の
反
省
な
ど
を
踏

ま
え
、
今
後
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
議
会
だ
よ
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は
、
11
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に
実

施
さ
れ
る
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会
報
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会
の
資
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と
し
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れ

ま
す
。
今
後
も
、
分
か
り
や
す
く
、
見
や
す
い

議
会
だ
よ
り
を
目
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、
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意
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夫
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

記　
　
　
　
　

黒
部
俊
泰

　
【
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
】

　
　
　
　
　
　
　

委
員
長　

深
川　

保
典 

　
　
　
　
　
　
　

副
委
員
長　

林　
　

一
彦 

　
　
　
　
　
　
　

委　
　

員　

和
足　

恭
輔 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　
　

一 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
口　

慎
二 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

倉
岡　

郁
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
部　

俊
泰  


